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平成20年度決算概要

地域安心ふれあい事業で
　新たな支え合いのしくみづくり

金婚・ダイヤモンド婚夫婦などを表彰
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9億1,071万円（3.8％）
【10,489円】

9億1,071万円（3.8％）
【10,489円】

9億1,846万円（3.7％）
【10,579円】

9億1,846万円（3.7％）
【10,579円】

6億1,592万円（2.5％）
【7,094円】

6億1,592万円（2.5％）
【7,094円】

歳　入
249億

8,417万円

歳　出
240億

1,934万円

市民１人当たり
歳　入　計

【287,760円】

市民１人当たり
歳　出　計

【276,647円】

115億2,379万円
（46.1％）

【132,727円】

115億2,379万円
（46.1％）

【132,727円】

市　税

34億1,623万円
（13.7％）
【39,347円】

33億6,770万円
（13.5％）
【38,788円】

34億1,623万円
（13.7％）
【39,347円】

国・県支出金

33億6,770万円
（13.5％）
【38,788円】

地方交付税

市　債

その他その他

譲与税・交付金

12億6,190万円（5.0％）
【14,534円】

12億6,190万円（5.0％）
【14,534円】

繰越金

負担金・使用料

71億1,396万円
（29.6％）
【81,936円】

71億1,396万円
（29.6％）
【81,936円】

民生費

土木費

33億3,539万円
（13.9％）
【38,416円】

33億3,539万円
（13.9％）
【38,416円】

総務費

30億9,113万円
（12.9％）
【35,603円】

30億9,113万円
（12.9％）
【35,603円】

公債費

29億6,939万円
（12.3％）
【34,201円】

29億6,939万円
（12.3％）
【34,201円】

教育費

衛生費

9億6,400万円
（4.0％）

【11,103円】

消防費

※グラフの【　  】の
　数値は、市民１人
　当たりの額です。

41億7,674万円
（17.4％）
【48,106円】

41億7,674万円
（17.4％）
【48,106円】

14億5,802万円
（6.1％）

【16,793円】

14億5,802万円
（6.1％）

【16,793円】

22億2,588万円
（8.9％）

【25,637円】

22億2,588万円
（8.9％）

【25,637円】

16億5,429万円
（6.6％）

【19,054円】

16億5,429万円
（6.6％）

【19,054円】
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平成２０年度 決算概要平成２０年度 決算概要
～行田市の家計簿を  お知らせします～
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平成２０年度 決算概要平成２０年度 決算概要
～行田市の家計簿を  お知らせします～

東小学校屋内運動場耐震補強・改修工事

※市ホームページにも決算状況を掲載しましたので、ご覧ください。

歳　　入　　の　　特　　徴

市　　　　  税
景気低迷に伴う企業収益の悪化により、法人市民税については、対前年度比で 2 億 9,594 万円の
大幅な減収 (27.6％減）となり、個人市民税については、2,678 万円の減収 (0.6％減）となり
ました。

地 方 交 付 税 地方を活性化するための「地方再生対策費」が創設されたことなどにより、前年度並みに交付さ
れました。

市　　　　  債

○法人税の減収分などを補てんする措置として、減収補てん債（3 億円）の借り入れを行いました。 
○公的資金補償金免除の繰上償還制度を活用して、過去に借り入れた高金利の市債を繰上償還す
　るため、借換債（2 億 8,850 万円）を借り入れました。 
○市債全体の対前年度比は、4 億 8,589 万円の増（27.9％増）ですが、建設事業債で比較した場合、
　5,160 万円の減（9.2％減）となっています。

譲与税・交付金 景気低迷による自動車販売台数の減少や個人消費の落ち込みなどから、各譲与税、交付金とも、
対前年度比で減収となりました。

その他（繰入金） 財源不足を補うため、財政調整基金の取崩し ( １億円 ) を 2 年ぶりに行いました。

歳  入  総  額 249億8,417万円（前年度比3.5％増）
※借換債を除いた実質的な増減（2.3％増）

歳　出　の　主　な　事　業

民　  生　  費
○保育事業…10 億 7,034 万円 　　　　　　　　　○児童手当等支給事業…8 億 9,812 万円 
○生活保護事業…8 億 6,168 万円　　　　　　　　○後期高齢者医療事業…4 億 5,201 万円 
○障害者自立支援給付事業…4 億 4,550 万円　　　○老人福祉事業…1 億 8,307 万円　 
○医療費支給事業（子ども、ひとり親家庭等、重度心身障害者）… 3 億 8,452 万円

土　  木　  費
○南大通線街路事業…6 億 7,214 万円　　　　　　○道路新設改良・維持事業…5 億 4,319 万円 
○河川等改修・維持事業…1 億 7,844 万円　　　　○森づくり環境再生事業…300 万円 
○総合公園多目的グラウンド整備事業…2,189 万円

総　  務　  費
○地域振興基金積立事業…3 億 2,846 万円　　　　○循環バス運行事業…5,070 万円 
○合併処理浄化槽設置補助事業…3,737 万円　　　○自治会交付金事業…2,938 万円 
○防犯灯電気料等補助事業…1,587 万円　　　　　○中里地区広場整備事業…1,540 万円

教　  育　  費

○少人数学級編制事業…1 億 4,155 万円　　　　　○小中学校施設改修事業…1 億 7,270 万円 
○小学校普通教室扇風機設置事業…1,916 万円　　○英語指導助手配置事業…4,425 万円 
○小学校英語教育活動事業…442 万円　　　　　　○幼稚園就園奨励事業…7,727 万円 
○下須戸運動場整備事業…1,152 万円　　　　　　○図書館蔵書整備事業…3,010 万円　 
○学校給食センター調理業務等…5 億 3,589 万円　

衛　  生　  費
○可燃ごみ処理事業…4 億 3,912 万円　　　　　　○不燃ごみ処理事業…1 億 3,461 万円 
○資源リサイクル事業…9,762 万円 　　　　　　  ○し尿処理事業…1 億 4,534 万円 
○予防衛生事業… 9,791 万円　　　　　　　　　  ○母子保健事業…3,696 万円 
○成人保健事業…3,413 万円　　　　　　　　　　○休日急患診療事業…1,505 万円

消防費・その他 ○消防自動車更新事業…5,863 万円　　　　　　　○農道および排水路整備事業…1 億 968 万円

歳  出  総  額 240億1,934万円（前年度比5.0％増）
※借換債を除いた実質的な増減（3.8％増）
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健全化判断比率・資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成20年度決算に係る健全化判断比率およ
び資金不足比率を公表します。
　本年度の算定結果は、実質赤字比率と連結実質赤字比率については、昨年に引き続き、赤字はなく、
借金残高の減少などにより、実質公債費比率については、0.2ポイント、将来負担比率については、7.4
ポイント、昨年度に比べ改善しました。また、公営企業における資金不足比率についても、資金不足
（赤字）を生じた会計はありませんでした。いずれの比率においても「早期健全化基準」や「経営健全
化基準」などを大きく下回る結果となりましたが、今後も引き続き努力することにより、財政の健全化
を図ってまいります。

○健全化判断比率

指　　標 Ｈ20決算比率
早期健全化基準

比率の説明
Ｈ19決算比率

財政再生基準 県内での本市の状況

実質赤字比率 ー
　　   12.67％ 一般会計の赤字の程度を指標化したもの（赤

字がないときは、算定されません）
ー

　　   20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 ー
　　   17.67％ 全ての会計の赤字の程度を指標化したもの

（赤字がないときは、算定されません）
ー

　　   40.00％ 全市町村で比率なし

実質公債費比率 8.5％
　　   25.0％ 一般会計の借金の返済金とこれに類する経費

の大きさを指標化したもの
8.7％

　　   35.0％ 70市町村中21番目

将来負担比率 72.5％
350.0％ 一般会計の借金残高や将来支払う可能性のあ

る負担額を指標化したもの
79.9％

ー 70市町村中31番目

※平成19年度の実質公債費比率と将来負担比率については、県内全市町村で、良いほうから数えた順位です。

○資金不足比率

公営企業会計 Ｈ20決算比率 経営健全化基準 比率の説明
Ｈ19決算比率

県内での本市の状況

水道事業会計 ー

20.00％

公営企業の事業規模に対する資金不足（赤
字）の程度を指標化したもの（資金不足がな
いときは、比率は算定されません）　
 
※資金不足額や剰余額は、一般会計などの実
　質収支額と合算して、連結実質赤字比率を
　算定します。

全公営企業会計で
比率なし下水道事業特別会計 ー

長野土地区画整理特別会計 ー
全市町村で比率なし

簡易水道事業特別会計 ー

◎特別会計

会　　　計　　　名 歳入決算額
　

歳出決算額 実質収支
うち一般会計からの繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 82億7,453万円 6億8,734万円 82億6,662万円 791万円

下 水 道 事 業 31億6,847万円 13億8,000万円 30億5,132万円 1億1,553万円

交 通 災 害 共 済 事 業 3,241万円 ー 2,057万円 1,184万円

老 人 保 健 事 業 7億　684万円 2,645万円 6億4,942万円 5,742万円

長 野 土 地 区 画 整 理 事 業 1億3,472万円 1億2,000万円 1億2,337万円 1,135万円

介 護 保 険 事 業 41億2,367万円 5億5,081万円 40億8,474万円 3,893万円

南 河 原 地 区 簡 易 水 道 事 業 1億3,844万円 3,500万円 1億2,736万円 1,108万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6億3,049万円 1億5,078万円 6億1,722万円 1,327万円

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源（下水道事業は162万円の繰越財源あり）を控除した実質的な翌年度へ
　の繰越額です。

　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や市の
条例によって設けることができる会計制度です。
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〜今の残高はどのくらい〜

行田市の借金の状況を公表します
　市の借金は、建設事業に充てるほか、国の政策による交付税の減額や市税の減収を補てんするため
に借入れを行っているものがあります。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映して増加傾向に
あり、市の借金全体の20％以上を占めていますが、毎年の返済額が交付税に上乗せして国から支給さ
れます。
　年度末現在の残高については、平成20年度は、引き続き新たな借入れを抑制したり、繰上償還を実
施したことにより、前年度に比べて総額で13億7,000万円、特例地方債を除くと19億3,000万円減ら
すことができました。

市の借金残高の推移

▶問い合わせ　財政課財政担当（内線326）

市民１人当たりの市の借金残高

540

520

500

480

460

440

420

400

380

360
H16 H17 H18 H19 H20

※H17以前も旧南河原村分を合算して比較しています。

億円 各年度末現在

481.6

378.1

520.8

442.4

514.6

427.4

506.5

412.4

495.3

397.4

全 会 計

特例地方債を除いた推移

平成20年度末現在

長野土地区画整理
事業会計

南河原地区
簡易水道事業会計

水道事業会計

下水道事業会計

一般会計

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 円

163,553 119,199

282,752

186,726

68,464

15,323

1,382

特例地方債

人口：86,823人
（H21.4.1現在）

市民１人当たり合計

　554,647円
（前年度566,598円）

※特例地方債を除くと

　435,448円
（前年度454,589円）



地域安心ふれあい事業で
　新たな支え合いのしくみづくり
地域安心ふれあい事業で
　新たな支え合いのしくみづくり
～地域福祉推進市の取り組みを紹介します～

6

　少子高齢化や、一人暮らし世帯などの増加により、家族や地域のつながりが希薄になりつつあ
る中で、地域で孤立している高齢者や家族の介護で悩んでいる方など、さまざまな支援を必要と
する方が増えています。　
　これらの課題を公的な福祉サービスだけで解決することは難しく、
市民と行政がともに手をとり、地域のさまざまな課題を解決していく
必要があることから、市では「新たな支え合いのしくみづくり」に取
り組んでいます。
　この取り組みが、「地域福祉推進市」として国から指定を受け、今
後、モデル事業として、市民の皆さんとともに誰もが安心して暮らせ
る地域づくりを進めてまいりますので、ご理解と積極的なご参加をお
願いします。

地域安心ふれあい事業（安心生活創造モデル事業）
　今年度は、忍・行田・佐間・長野地区をモデル地区として、市と行田市社会福祉協議会が連携し、
地域の見守りネットワークの構築に取り組みます。また、いきいき・元気サポーターが買い物支援な
どのサービスを提供します。

　①ふれあい見守り活動

　10月から12月にかけて、モデル地区における一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、一人
暮らし障害者、障害者のみの世帯などを対象に、福祉サービスの利用実態や利用意向などにつ
いて調査を行いますので、ご協力をお願いします。

　市と行田市社会福祉協議会が連携し、市民や民生委員、関係機関とのネットワーク構築を進め、見守り
体制の充実を図ります。みんなで力を合わせて見守り活動を行い、一人暮らし高齢者などが地域で安心し
て暮らせるように取り組みます。

見守りが
必要な方

支援を希望
する方

①ふれあい見守り活動

②いきいき・元気サポート制度
（サポーター）

市・行田市社会福祉協議会 自治会

民生委員友人

ご近所

買い物支援など

見守り

地域安心ふれあい事業で
　新たな支え合いのしくみづくり
地域安心ふれあい事業で
　新たな支え合いのしくみづくり
～地域福祉推進市の取り組みを紹介します～
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▶問い合わせ　①については福祉課社会福祉担当・トータルサポート推進担当（内線267・279）
　　　　　　　②については高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223・278）

　支え合いによる「元気な行田」をつくるため、「あなたの元気」をぜひボランティア活動に
生かしてみませんか。

▶仕事内容　見守り、片付け、電球交換、買い物支援など
▶応募資格　ボランティア活動に理解および意欲のある20歳以上の方（シニアの方歓迎）
▶応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、高齢者福祉課、または行田市社会福祉協議

会へ直接提出してください。なお、応募用紙は、高齢者福祉課、行田市社会福祉
協議会窓口に用意してあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

▶応募期間　11月10日（火）まで（第1回募集締め切り）
▶そ の 他　登録をされた方々には、知識や能力向上を図るための講習も用意しています。
▶謝　　礼　１時間 500円（行田商店共通商品券で支払い）
▶活動開始　平成22年1月から

いきいき・元気サポーターを募集します

北埼玉郡みんな笑顔でヒューマンフェスタ

▶日　　時　10月17日（土）午前9時40分～午後3時30分
▶場　　所　羽生市産業文化ホール小ホール
▶内　　容　○オープニング（午前9時40分）
	 ○作文発表（午前10時20分）
　　　　　　○舞台演芸（午前10時30分）
	 ○講演会（午後1時30分）
	  「笑顔のもとに、笑顔が集まる」
　　　　　　　講師：林家たい平さん（落語家）※手話通訳あり
　　　　　　○抽選会（午後3時30分）
　　　　　　○会場内・屋外イベント（人権啓発パネル･人権標語の　

　展示、団体作品の展示、各市町特産品・生活用品・
　　　　　　　飲食物・農産物の即売など）
▶入 場 料　無料
▶主　　催　北埼玉地区人権フェスティバル実行委員会
▶問い合わせ　人権推進課人権同和対策担当（内線221）

 「もし自分が市長だったら」という視点から、
市政に対する意見・提言を寄せていただく「市長
と語る対話集会」を開催します。
　今回は、女性の持つ、きめ細やかな視点から意
見・提言をいただこうと、女性を対象として開催
します。ぜひご参加ください。

▶日　　時　10月23日（金）
　　　　　　午後6時30分～8時　
▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ学習室
▶対　　象　市内在住の女性
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

～市民の声を市政に～
女性対象の「市長と語る対話集会」

を開催します

　②いきいき・元気サポート制度

　いきいき・元気サポート制度（有償ボランティア）は、共助の理念に基づき、日常生活において支援を
必要とする高齢者、障害者などに対し、サポーターとして登録された方々による見守り、片付け、電球交
換、買い物支援などのサービスを提供します。
　なお、サービスを提供したボランティアは謝礼として行田商店共通商品券を受け取ることができます。

※いきいき・元気サポーターは、活動団体（サポーターの活動の調整を行う）を拠点に活動していただきます。

利用券購入

いきいき・元気
サポーター

活動団体

活動団体

活動団体

登録

研修の実施など

利用券

商品券

商店協同
組合

行田市社会福祉協議会

市
連携

支援を希望する方
（高齢者・障害者など）

サービス申し込み

利用券

サービス提供
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粕
谷　

帝
次
郎
・
貞
子	

（
北
谷
区
南
町
）	

秋
山　

晃
一
・
ヨ
シ	

（
北
谷
区
蓮
華
寺
）

戸
塚　

節
男
・
喜
久
代	

（
二
北
谷
）	

前
田　

一
郎
・
ゆ
き	

（
帯
廓
）	

青
木　

春
生
・
芳
子	

（
本
丸
）	

岩
田　

八
三
・
綾
子	

（
本
丸
）	

長
谷
部　

巖
・
文
子	

（
本
丸
）	

葊
江　

清
・
幸
子	

（
城
西
）	

堀
口　

信
次
・
和
子	

（
上
荒
井
）	

杉
本　

忠
夫
・
悦
子	

（
田
町
区
）	

林　

博
・　

子	

（
田
町
区
）	

吉
田　

圭
一
・
美
枝
子	

（
田
町
区
）	

大
瀧　

安
雄
・
さ
ぶ	

（
成
田
区
）	

五
十
嵐　

秀
雄
・
シ
ゲ
子	

（
城
南
）	

瀬
谷　

利
治
・
澄
江	

（
城
南
）	

五
十
嵐　

金
吾
・
喜
美
代	

（
天
満
）	

大
村　

洋
之
助
・
よ
し
江	

（
第
二
天
満
）	

小
林　

久
・
理
惠
子	

（
第
二
天
満
）	

白
石　

幸
榮
・
ナ
ツ
子	

（
大
手
町
）	

新
井　

永
作
・
貴
久
子	

（
矢
場
一
丁
目
）	

山
内　

尚
・
君
江	

（
矢
場
一
丁
目
）

森
㟢　

實
・
嘉
子	

（
一
本
町
）

渡
邉　

榮
一
・
千
枝	

（
一
本
町
）

石
久
保　

迪
夫
・
ま
さ
子	

（
新
町
区
）

梅
澤　

稔
・
和
子	

（
八
幡
町
）

飯
田　

豊
春
・
よ　

江	

（
宮
本
）

小
林　

正
夫
・
君
江	

（
宮
本
）

武
藤　

泰
藏
・
喜
久
代	

（
中
央
）

塚
田　

進
一
・
綾
子	

（
第
一
旭
）

漆
原　

治
郎
・
美
津
江	

（
第
二
旭
）

春
田　

光
雄
・
澄
子	

 
（
第
二
旭
）

藤
井　

俊
夫
・
す
い	
（
第
二
旭
）

新
井　

光
成
・
利
枝	
（
向
友
会
）

田
代　

邦
夫
・
美
奈
子	

（
向
友
会
）

野
口　

恒
雄
・
壽
美
子	

（
向
友
会
）

吉
田　

利
夫
・
久	

（
向
友
会
）

堀
口　
　

・
充
子	

（
大
町
）

竹
内　

一
郎
・
玉
枝	

（
二
佐
間
）

岡
田　

元
男
・
訓
子	

（
佐
間
神
明
）

齋　
　

悦
久
・
利
江	

（
佐
間
神
明
）

横
須
賀　

利
勝
・
恭
代	

（
佐
間
神
明
）

細
井　

宏
郎
・
宏
子	

（
佐
間
三
間
）

田
村　

三
郎
・
昌
代	

（
一
持
田
北
）

田
口　

久
雄
・
ト
ミ
枝	

（
菅
谷
）

町
田　

充
・
絹
江	

（
菅
谷
）

足
立　

武
・
照
子	

（
二
持
田
第
二
）

伊
藤　

豊
彦
・
清
子	

（
二
持
田
第
二
）

鈴
木　

一
弘
・
ア
イ
子	

（
二
持
田
第
二
）

野
中　

次
郎
・
シ
ヅ
エ	

（
三
持
田
西
部
）

柏
木　

勝
美
・
幸
子	

（
三
持
田
大
宮
口
）

小
林　

茂
太
・
君
江	

（
西
駒
形
）

坂
野　

好
正
・
幸
子	

（
前
谷
）

馬
場　

金
嘉
・
光
子	

（
持
田
長
町
）

柴
田　

英
太
郎
・
静
子	

（
持
田
砂
原
）

岩
間　

淳
・
艶
子	

（
菊
野
台
）

松
本　

一
男
・
玲
子	

（
持
田
五
丁
目
）

齊
藤　

高
治
・
重
子	

（
第
一
斉
条
）

田
島　

房
夫
・
ヨ
ネ	

（
第
一
斉
条
）

長
谷
部　

岳
弘
・
和
江	

（
斉
条
団
地
）

　

木　

友
吉
・
照
子	

（
二
斎
条
）

中
野　

文
作
・
孝
子	

（
第
二
和
田
区
）

柴
嵜　

秋
保
・
秀
子	

（
柳
坪
）

間
瀬　

章
・
ひ
ろ
子	

（
第
二
谷
郷
新
田
）

髙　
　

一
浩
・
文
子	

（
栄
町
）

石
川　

隆
・
和
子	

（
春
日
）

大
橋　

正
治
・
峯
子	

（
春
日
）

新
井　

信
夫
・
妙
子	

（
東
栄
）

石
井　

敏
夫
・
ミ
ツ	

（
東
栄
）

金
子　

朝
夫
・
幸
子	

（
東
栄
）

後
閑　

勇
作
・
か
ず
江	

（
東
栄
）

新
井　

一
弘
・
洋
子	

（
一
桜
）

串
田　

愛
作
・
キ
ク	

（
一
桜
）

贄
田　

米
蔵
・
ま
さ	

（
一
桜
）

寺
田　

久
・
幸
子	

（
二
桜
）

新
島　

璋　

・
弘
子	

（
二
桜
）

山
本　

孝
・
洋
子	

（
二
桜
）

小
林　

政
義
・
清
子	

 

（
三
桜
南
部
）

加
藤　

守
・
ふ
さ	

（
富
士
見
中
央
）

相
崎　

清
・
和
枝	

（
富
士
見
西
部
）

金
子　

辰
雄
・
幸
江	

（
富
士
見
西
部
）

栗
原　

久
也
・
あ
や
子	

（
三
桜
北
部
）

戸
澤　

敬
三
郎
・
千
鶴
子	

（
桜
ヶ
丘
）

舟
山　

正
二
・
た
子	

（
桜
ヶ
丘
）

小
林　

充
・
久
子	

（
富
士
見
北
部
）

　

井　

文
之
助
・
久
子	

（
林
区
）

五
十
幡　

修
・
綾
子	

（
林
区
）

中
村　

喜
重
・
政
子	

（
林
区
）

吉
岡　

勘
三
・
光
江	

（
林
区
）

小
澤　

一
明
・
喜
美
代	

（
橋
場
）

門
倉　

務
・
和
江	

（
満
願
）

篠
㟢　

德
則
・
美
祢	

（
白
山
区
）

柿
沼　

金
一
・
夏
子	

（
新
田
区
）

川
久
保　

武
・
た
ま	

（
荒
木
第
一
区
）

木
元　

一
男
・
す
み	

（
荒
木
第
一
区
）

森
田　

常
弘
・
千
夜
子	

（
荒
木
第
一
区
）

大
澤　

秀
次
・
ひ
で
子	

（
荒
木
第
五
区
）

木
元　

増
男
・
ふ
さ
子	

（
荒
木
第
五
区
）

針
谷　

正
三
・
麗
子	

（
荒
木
第
五
区
）

松
井　

靜
雄
・　
　

	

（
荒
木
第
五
区
） 

森
田　

榮
次
・
征
子	

（
荒
木
上
宿
）

大
沢　

宏
・
ふ
み
子	

（
荒
木
第
六
区
）

小
林　

武
・
伊
子	

（
荒
木
第
六
区
）

長
谷
川　

浩
清
・
利
枝	

（
須
加
第
一
区
）

永
沼　

隆
雄
・
ミ
ツ
ヱ	

（
須
加
第
二
区
）

髙
澤　

恒
雄
・
ハ
ル
ヱ	

（
須
加
第
三
区
）

前
原　

與　

郎
・
静
枝	

（
須
加
第
三
区
）

須
加　

烈
・
は
つ
子	

（
須
加
第
六
区
）

須
加　
　

一
・
き　

江	

（
須
加
第
六
区
）

天
沼　

廣
吉
・
き
つ
子	

（
須
加
第
九
区
）

久
保
田　

三
郎
・
武
子	

（
須
加
第
九
区
）

鯨
井　

義
一
・
通
江	

（
久
保
地
区
）

新　

利
夫
・　

佐
保	

（
酒
巻
上
地
区
）

萩
原　

俊
一
・
美
津
子	

（
上
埼
玉
）

小
山　

博
・
三
榮
子	

（
下
埼
玉
）

太
田　

重
光
・
み
と	

（
片
原
第
一
）

杉
村　

富
男
・
安
子	

（
野
宿
）

関
口　

穰
・
豊
子	

（
野
上
手
）

　

９
月
12
日
、
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー

ル
で
敬
老
祝
賀
式
典
が
行
わ
れ
、
敬
老

模
範
家
庭
４
世
帯
、
三
夫
婦
世
帯
６
世

帯
、
金
婚
夫
婦
１
６
６
組
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
、
工
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
は
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、

行
田
市
と
と
も
に
歩
み
結
婚
60
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
66
組
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

こ
こ
で
は
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

金婚・ダイヤモンド婚 夫婦などを表彰金婚・ダイヤモンド婚 夫婦などを表彰

忍
地
区

金
婚
夫
婦

　
　
　
　
　
　
（
地
区
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

行
田
地
区

佐
間
地
区

持
田
地
区

星
河
地
区

長
野
地
区

荒
木
地
区

須
加
地
区

北
河
原
地
区

埼
玉
地
区
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藤
間　

達
男
・
雅
枝	

（
藤
間
）

江
森　

稔
・
芳
枝	

（
関
根
）

漆
原　

謹
之
助
・
と
く	

（
真
名
板
）

榎
本　

景
一
・
和
子	

（
真
名
板
）

柴
㟢　

保
男
・
か
つ
ゐ	

（
真
名
板
）

三
島　

利
雄
・
シ
マ
子	

（
真
名
板
）

岡
部　

米
雄
・
義
枝	

（
真
名
板
東
）

市
川　

晶
夫
・
久
子	

（
南
河
原
一
区
）

小
暮　

佚
矢
・
日
出
子	

（
南
河
原
一
区
）

平
社　

唯
三
郎
・
光
枝	

（
南
河
原
三
区
北
）

吉
野　

茂
登
行
・
美
代
子	（
南
河
原
三
区
北
）

長
谷
川　

敬
・　

子	

（
犬
塚
）

田
島　

喜
一
・
ト
シ
子	

（
中
江
袋
）

塚
本　

一
夫
・
す
み	

（
城
西
）

櫨　

正
吾
・
喜
久
代	

（
成
田
区
）

久
保
田　

正
次
・
冨
佐
子	

（
城
南
）

宮
本　

久
三
・
富
枝	

（
城
南
）

吉
田　

秋
次
郎
・
キ
ヌ	

（
城
南
）

塚
本　

勤
之
助
・
朝
子	
（
第
二
天
満
）

石
久
保　

昌
一
・
善
子	
（
元
町
）

申
請
者
な
し

嶋
田　

市
太
郎
・
ひ
さ	

（
第
二
旭
）

大
澤　

知
正
・
ハ
マ
子	

（
大
町
）

河
井　

佐
太
郎
・
收
子	

（
向
友
会
）

栗
原　

静
助
・
喜
代	

（
向
友
会
）

小
沼　

重
藏
・
尚
子	

（
向
友
会
）

森
原　

健
次
・
育
子	

（
向
友
会
）

水
谷　

清
致
・
雪
枝	

（
二
佐
間
）

沓
名　

光
雄
・
照
子	

（
佐
間
神
明
）

関
口　

芳
太
郎
・
文
子	

（
佐
間
神
明
）

山
㟢　

道
雄
・
弘
子	

（
佐
間
神
明
）

伊
藤　

菊
朗
・
文
子	

（
渡
柳
上
）

久
保
田　

武
男
・　

志	

（
下
池
守
）

岩
田　

鍵
司
・
絢
子	

（
皿
尾
）

水
村　

森　

・
ユ
キ
子	

（
皿
尾
）

田
村　

眞
治
・
た
か
子	

（
中
里
）

河
野　

清
太
郎
・
千
代
子	

（
小
敷
田
）

内
田　
　

司
・
紀
子	

（
門
井
）

山
口　

稔
・
ト
ヨ
子	
（
門
井
二
丁
目
）

根
津　

健
・
里
子	
（
棚
田
町
）

福
田　

嘉
彦
・
文	

 

（
棚
田
町
）

青
木　

忠
次
・　

枝	

（
西
新
町
）

関　

秀
雄
・
キ
ク
ヱ	

（
西
新
町
）

由
利　

貞
男
・
洋
子	

（
西
新
町
）

吉
田　

和
男
・
栄
子	

（
西
新
町
）

岡
野　

郁
夫
・
榮
江	

（
清
水
町
）

桺
原　

義
雄
・
國
枝	

（
押
上
町
）

渡
部　

利
衛
・
礼
子	

（
押
上
町
）

佐
藤　

常
雄
・
利
子	

（
下
忍
区
）

柴
㟢　

祐
介
・　

づ
子	

（
堤
根
区
）

藤
間　

清
二
・
の
ぶ	

（
南
駒
形
）

服
部　

一
之
・
美
子	

（
藤
原
町
東
部
）

田
村　

威
・
す
え	

（
藤
原
町
南
部
）

竹
内　

牧
一
・
立
子	

（
藤
原
町
中
央
）

東
城　

照
美
・
仲
子	

（
藤
原
町
中
央
）

門
井　

秀
雄
・
栄
子	

（
若
小
玉
勝
呂
）

加
藤　

昭
次
・
澤
子	

（
若
小
玉
勝
呂
）

渋
沢　

正
夫
・
節
子	

（
若
小
玉
勝
呂
）

小
林　

正
・
節
子	

（
若
小
玉
南
部
）

風
間　

弘
・
ま
つ
子	

（
若
小
玉
中
央
）

中
里　

善
次
・
裕
代	

（
若
小
玉
中
央
）

藤
井　

三
千
夫
・
シ
ゲ
子	

（
若
小
玉
中
央
）

小
堀　

春
雄
・
春
枝	

（
下
須
戸
）

平
社　

鍋
治
・
次
子	

（
下
須
戸
）

猪
山　

時
男
・
と
き
子	

（
小
針
）

近
藤　

久
男
・
八
重
子	

（
小
針
）

鈴
木　
　

夫
・
さ
わ	

（
小
針
）

新
井　

安
夫
・
節
子	

（
菅
谷
）

島
田　

葊
之
助
・
た
み	

（
前
谷
）

茂
木　

孝
啓
・
せ
つ
子	

（
前
谷
）

茂
木　

德
太
郎
・　

	

（
二
斎
条
）

久
保
田　

春
之
助
・
タ
ミ
子	

（
一
和
田
）

松
本　
　

喜
・
た
ま	

（
第
一
谷
郷
区
）

柳
川　

正
助
・
ケ
ヱ	

（
第
一
谷
郷
区
）

和
田　

一
郎
・
て
る
子（
第
二
谷
郷
東
第
二
）

長
谷
川　
　

藏
・
貞	

（
第
三
谷
郷
）

關
口　

光
一
・
照
子	

（
富
士
見
西
部
）

圡
屋　

主
税
・
と
り	

（
三
桜
北
部
）

新
井　

一
雄
・
フ
ヂ	

（
林
区
）

山
口　

仲
次
郎
・
米
子	

（
林
区
）

室
田　

和
幸
・　

美
子	

（
満
願
）

鯨
井　

秋
三
・
照
子	

（
大
下
区
）

新
井　

新
一
郎
・
は
な	

（
新
田
区
）

石
田　

安
雄
・
み　

よ	

（
荒
木
上
宿
）

村
社　

儀
兵
衛
・
米
子	

（
荒
木
第
八
区
）

田
口　

資
名
市
・
け
い	

（
須
加
第
五
区
）

杉
山　

光
男
・
靜
子	

（
須
加
第
八
区
）

小
林　

三
夫
郎
・
チ
カ	

（
天
袋
地
区
）

髙
澤　

正
二
・
浪
子	

（
酒
巻
上
地
区
）

諸
貫　

常
男
・
千
代
子	

（
下
埼
玉
）

田
島　

民
雄
・
み
ち     	

（
野
宿
）

坂　
　

孝
・
ハ
ル      	

（
野
中
）

戸
塚　

健
太
郎
・
よ
し
子 	

  

（
野
原
）

澤
田　

忠
太
郎
・
百
代    	

 

（
渡
柳
上
）

木
元　

保
雄
・
ヨ
ネ	

（
上
池
守
）

　

原　

助
次
・
惠
子    	

  
（
小
敷
田
）

河
野　

二
郎
・
し
げ     	

 

（
小
敷
田
）

為
ケ
井　

光
三
郎
・
節
子	   

（
小
敷
田
）

栗
原　

則
之
・
美
代
子 	

  

（
門
井
）

栗
原　
　

雄
・
き
ち   	

（
門
井
）

継
田　

長
市
・　

を
子	

   

（
門
井
）

大
井　

荘
次
・
喜
代   	

（
西
新
町
）

木
村　

真
一
・
志
ず  	

 

（
下
忍
区
）

清
水　

喜
次
男
・
春
江	

（
下
忍
区
）

増
田　

富
三
・
幸
子	

（
堤
根
区
）

柴
㟢　

時
次
・
愛
子 	

（
若
小
玉
南
部
）

渋
沢　

三
代　

・
ふ
み
子	

（
小
針
）

田
島　

俊
夫
・
き
よ	

（
小
針
）

藤
間　

利
夫
・
昭
代	

 

（
真
名
板
）

今
村　

吉
一
・
ツ
ヤ
子	

（
南
河
原
一
区
）

白
根　

岩
治
・
ふ
く	

 

（
南
河
原
一
区
）

鈴
木　

寅
一
・　

す
子 	

（
南
河
原
一
区
）

新
井　

雅
雄
・
文
子  	 

（
南
河
原
二
区
）

野
中　

嘉
市
・
信
子 	

（
南
河
原
三
区
南
）

村
田　

平
一
・
ト
キ	

（
南
河
原
三
区
北
）

斉
藤　

勝
・
松
枝  	

 

（
犬
塚
）

敬
老
模
範
家
庭　

４
世
帯

（
市
報
ぎ
ょ
う
だ
９
月
号
に
掲
載
済
み
）

三
夫
婦
世
帯　

６
世
帯

（
市
報
ぎ
ょ
う
だ
９
月
号
に
掲
載
済
み
）

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉

　

担
当
（
内
線
２
２
３
）

星
宮
地
区

太
井
地
区

下
忍
地
区

太
田
地
区

南
河
原
地
区

忍
地
区

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

　
　
　
　
　
　
（
地
区
自
治
会
順
・
敬
称
略
）

行
田
地
区

佐
間
地
区

持
田
地
区

星
河
地
区

長
野
地
区

荒
木
地
区

須
加
地
区

北
河
原
地
区

埼
玉
地
区

星
宮
地
区

太
井
地
区

下
忍
地
区

太
田
地
区

南
河
原
地
区

市内にお住まいの
高齢者の状況
(平成21年９月1日現在)

最高年齢　　　		
104歳(男性)103歳(女性)	

100歳以上		
19人(男性３人・女性16人）	
	65歳以上		
18,938人(男性8,223人
・女性10,715人）

人口比(65歳以上）　	
21.9%	 　　　　　　	
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　10 月支給分の年金から、公的年金所得に係る個人
住民税が引き落としされます。対象は 65 歳以上の公
的年金受給者で、個人住民税の
納税義務のある方です。
※該当する方には、６月以降に
送付した市民税・県民税 税額
決定・納税通知書に明細を記載
しています。
▶問い合わせ　税務課市民税担
当（内線２３１・２３２）

　市では、緊急雇用対策として、平成 21 年度行田市職員採
用試験（第２次募集）を実施します。
▶募集職種・募集人数（予定）
　【建築技術職】１人　【土木技術職】２人　【保育士】３人　　
【消防職（救急救命士有資格者を含む）】４人

　※採用予定人数は、欠員状況により変更になる場合あり
▶受験資格

【建築技術職】
　昭和 39 年４月２日から昭和 63 年４月１日までに生まれ

た方で、学校教育法による大学で建築の専門課程を専攻し
卒業した方または平成 22 年３月 31 日までに卒業見込み
の方

【土木技術職】
　昭和 54 年４月２日から昭和 63 年４月１日までに生まれ

た方で、学校教育法による大学で土木の専門課程を専攻し
卒業した方または平成 22 年３月 31 日までに卒業見込み
の方

【保育士】
　昭和 55 年４月２日以降に生まれた方で、保育士の資格を

有する方（資格取得見込みは含みません）
【消防職】
　学校教育法による大学・短期大学（専門学校（修業年限２

年以上）を含む）・高等学校を卒業した方（卒業見込みは含
みません）の最終学歴により、次の学歴区分ごとの生年月日
に該当する方

　○大学卒　昭和 55 年４月２日から昭和 62 年４月１日ま
でに生まれた方

　○短大卒　昭和 55 年４月２日から平成元年４月１日まで
に生まれた方

　○高校卒　昭和 55 年４月２日から平成３年４月１日まで
に生まれた方

▶試験日時　11 月 22 日（日）午前８時 30 分（受付は午前
８時から）

▶試験会場　ものつくり大学（予定）
▶申し込み　11 月２日（月）～ 11 日（水）（土・日曜日を除く）

に人事課へ持参または郵送（11 月９日（月）消印まで有効）
※試験案内・申込書は 10 月１日（木）から人事課で配布

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０８）

　

９
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
同
意
を
得

て
、
岸
田
昌
久
氏
（
行
田
・
62
歳
）が
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
新
た
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
庶
務
担
当

☎
５
５
６―

８
３
１
１

▶勤務期間　平成 22 年１月 12 日（火）～３月 31日（水）
▶勤務時間　午前８時 30 分～午後５時
▶勤務場所　税務課
▶内　　容　市県民税課税事務の補助（書類整理や簡単

なパソコン操作など）
▶募集人員　７人
▶時　　給　８３０円
▶応募要件　民間会社（営利法人）の業績不振で任期満

了前に解雇された、または任期満了により
雇い止めとなったなどで、現在求職活動を
している方

▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記 
入のうえ、11 月 13 日（金）までに人事
課へ持参してください。面接のうえ選考し
ます。

▶問い合わせ　人事課人事給与担
当（ 内 線 ２ ０ ８）
ま た は 税 務 課 市
民 税 担 当（ 内 線
２３１）

▶販売期間
10 月 30 日 ( 金 ) ～ 12 月 25 日 ( 金 )
※土・日曜日、祝日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
▶手帳規格

価　格 規　格 色 備　　考

500 円
（税込）

14 × 8.5㎝

黒 月間予定表部分
横罫線型

グレイッシュブルー 月間予定表部分
カレンダー型

※表紙の色により月間予定表部分が異なります。
▶販売場所・問い合わせ　企画政策課統計担当（内線 310）

市職員採用試験
（第２次募集）を実施します

教
育
委
員
会
委
員
に

岸
田
昌
久
氏

緊急雇用対策（緊急雇用創出基金事業）
により税務課臨時職員を募集します

平成22年版 埼玉県民手帳 個人住民税の
年金特別徴収が始まります

岸田 昌久氏
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も
の
つ
く
り
大
学
学
園
祭「
碧
蓮
祭
」

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
５
時

▼
テ
ー
マ　
「
デ
ザ
イ
ン―

設
計―

」

▼
内
容
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
カ
ー
・
ロ
ボ
コ

ン
出
場
作
品
展
示
、
模
擬
店
、
科
学
実
験
、

ミ
ニ
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
（
豪
華
景
品
あ
り
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
碧
蓮
祭
実
行
委
員

会
☎
０
８
０―

４
１
４
５―

３
３
０
０

人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア

埼
玉
２
０
０
９

「
彩
の
国
第
17
回
技
能
ま
つ
り
」

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
４
時
※
雨
天
決
行　

▼
内
容　

職
人
の
技
の
実
演
披
露
（
技
能
士

会
・
も
の
つ
く
り
大
学
生
・
職
業
訓
練
生
の

作
品
展
示
）と
即
売
、
も
の
づ
く
り
講
演
会
、

も
の
づ
く
り
技
の
教
室
作
品
展
示
、
名
工
会

作
品
展
示
・
即
売
な
ど　

▼
主
催　

埼
玉
県
、
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発

協
会
、
㈳
埼
玉
県
技
能
士
会
連
合
会
、
も
の

つ
く
り
大
学　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
フ
ェ
ア
事
務
局
（
埼
玉

県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能
振
興
課
内
）☎

０
４
８―

８
２
９―
２
８
０
３

行
田
市
民
「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１
日
㈰
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時　

▼
内
容　

竹
と
ん
ぼ
、
ガ
リ
ガ
リ
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
遊
ぶ

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
方 

▼
募
集
人
数　

各
日
１
０
０
人　

▼
費
用　

３
０
０
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
１
９

折
り
紙
建
築
教
室

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１
日
㈰
午
前

９
時
30
分　

▼
場
所　

同
大
学
建
設
棟
２
階
Ｂ
２
１
２
０

▼
対
象　

市
内
の
小
学
校
高
学
年
以
上
の
方

▼
費
用　

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
大
学
☎
５
６
４―

３
８
１
９

マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ
ー
ス
体
験
教
室

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
、
11
月
１
日
㈰
午
前

９
時
30
分　

▼
対
象　

市
内
の
小
学
生　

▼
費
用　

無
料　

▼
そ
の
他　

10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
に
工
作

教
室
を
開
催　

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
☎
５
５
６―

８
３
１
６

も
の
つ
く
り
大
学
へ
行
こ
う

10
月
31
日
・
11
月
1
日
は

浮き城先生を募集します（第２次）
行田市新成人を祝う会

　市では、少人数学級実施のため、子どもが好きで教えるのが大好
きな先生を募集します。
▶募集人員　市内の小・中学校に常勤する教諭…若干名
▶募集要件　小学校または中学校（教科については募集要項でお知

らせします）の教員免許状をお持ちの方（平成 22 年
３月 31 日までに当該免許を取得見込みの方も可）で、
昭和 49 年４月２日以降に生まれた方。

▶募集要項　市ホームページよりダウンロードしてください（11
月４日（水）から可能）。また、学校教育課（産業文化
会館３階）および人事課（市役所２階）でも 11 月 4 日

（水）から配布します。郵送希望の場合は 120 円切手
を貼り、郵便番号とあて先を明記した返信用の角型２
号封筒を同封のうえ、学校教育課（〒 361 － 0052
行田市本丸２－ 20）までお送りください。

▶願書締切　【窓口受付】11 月 24 日（火）午後５時まで
　　　　　　【郵送受付】11 月 21 日（土）消印有効
▶採用試験　【１次試験】11 月 29 日（日）
　　　　　　【２次試験】  平成 22 年１月９日（土）
▶任用期間　平成 22 年度の１年間（再任用制度あり）
▶待　　遇　当市規定により、埼玉県費負担教職員と同程度の給与

を支給します。また福利厚生は公立学校共済組合埼玉
支部、（財）埼玉県教職員互助会に加入します。

▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　学校教育課学校教育改革担当☎５５６－８３１６

▶日　　時　平成 22 年１月10 日 ( 日 ) 午後１
時受付　午後１時 30 分開会

▶場　　所　産業文化会館ホール

平成22年行田市新成人を祝う会実行委員を
募集します
　市では毎年、新成人を祝う会実行委員会が
中心となり、新成人を祝う会の企画・運営を
行っています。
▶実行委員会回数　３～５回
　　　　　　※第１回実行委員会は 10 月 23

日 ( 金 ) を予定
▶時　　間　午後７時～９時
▶場　　所　産業文化会館２Ａ会議室
▶対　　象　平成元年４月２日から平成２年

４月１日生まれの方
▶募集人数　10 人程度
▶申し込み・問い合わせ　ひとつくり支援課

生涯学習担当☎５５６―８３１９

平成22年
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▶入室期間　平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日 
▶対　　象　保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭の、

市立小学校に通う１年生から 3 年生までの児童
▶注意事項　現在入室されている方も、毎年申請が必要となります。
▶募集人員

区　分 名　　称 場　　所 定 員

公　設

中 央 学 童 保 育 室 中央小学校敷地内 60 人

西 学 童 保 育 室 西小学校敷地内 70 人

東 学 童 保 育 室 東小学校敷地内 60 人

北 学 童 保 育 室 谷郷 2486 － 3
旧上谷第一住宅跡 46 人

さ く ら 学 童 保 育 室 桜ヶ丘小学校敷地内 45 人

南 学 童 保 育 室 南小学校敷地内 44 人

太 田 西 学 童 保 育 室 太田西小学校敷地内 40 人

泉 太 井 学 童 保 育 室 泉小学校敷地内 55 人

埼 玉 学 童 保 育 室 埼玉小学校敷地内 40 人

南 河 原 学 童 保 育 室 南河原支所内 50 人

下 忍 学 童 保 育 室 下忍小学校敷地内 30 人

荒 木 学 童 保 育 室 荒木小学校敷地内 30 人

民　設
太 井 学 童 保 育 室 棚田町 1 － 58 － 10 30 人

荒 木 学 童 ク ラ ブ 荒木 2048 － 2　峰川様方 19 人

▶保育料　一人月 7,000 円（おやつ代別）※民設学童保育室は、
各学童保育室で設定していますので、問い合わせください。

▶保育時間　［通常］放課後～午後 7 時
　［土曜日・夏休みなど］午前 8 時～午後 7 時
※荒木学童クラブ（民設）は［通常］放課後～午後 6 時 30 分
　［夏休みなど］ 午前 7 時 45 分～午後 6 時 30 分（土曜日の開設

については学童へ問い合わせください）
▶申請書配布　【公設】11 月 6 日（金）から子育て支援課６番窓口
　または各学童保育室
　【民設】11月 6 日（金）から太井学童保育室または荒木学童クラブ
▶申請期間　【公設】11 月 13 日（金）～ 30 日（月）
　子育て支援課６番窓口または各学童保育室
　【民設】11 月 13 日（金）～平成 22 年 2 月 26 日（金）
　太井学童保育室または荒木学童クラブ
▶その他　入室決定は申し込み順ではありません。なお、申し込み

が定員を超えた場合は、保護者の勤務状況などにより入室の可否
を決定します。

▶問い合わせ　【公設】子育て支援課子育て支援担当（内線２６２）
または子育て総合支援窓口☎５５６－２０１１

　【民設】太井学童保育室☎５５６－５３４０
　荒木学童クラブ☎５５７－６００６

　保育園は、家庭で十分保育できない乳幼児を、保護
者の委託を受けて保育する児童福祉施設です。保育園
へ入園できる児童は、保護者に次のいずれかの事情が
ある場合で、祖父母など母親以外の方が児童を保育で
きる場合は該当しません。
①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
②昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている場合
③出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
④長期にわたり、同居の家族の看護などにあたってい

る場合
⑤震災、風災害、火災その他の災害の復旧にあたって

いる場合
▶受付期間　11 月 16 日（月）～ 12 月４日（金）
▶受付場所　入園を希望する保育園（申込書は 11 月

４日（水）から各保育園で配布します）
園　　名 住　　　所 電話番号 定員

若 葉 保 育 園 行田11－10 ５５６－２７９７ 150人

和 光 保 育 園 佐間３－20－３ ５５６－２５０３ 130人

白 鳩 保 育 園 駒形２－７－７ ５５４－５２２１ 60人

ホザナ保育園 荒木1590－１ ５５９－１５４３ 100人

太 井 保 育 園 棚田町１－58－10 ５５６－５３４０ 90人

小羊チャイル
ド セ ン タ ー 若小玉3547－１ ５５６－７７５３ 60人

太 田 保 育 園 藤間510－３ ５５９－３６４４ 120人

行 田 保 育 園 荒木4961 ５５７－２９４３ 90人

埼 玉 保 育 園 埼玉4595－１ ５５９－２４３３ 90人

持 田 保 育 園 城西４－３－４ ５５６－５４５６ 90人

長 野 保 育 園 長野１－34－５ ５５３－３１７７ 90人

南河原保育園 南河原851 ５５７－３２３４ 60人

▶その他　市外の保育園を希望する場合は、子育て支
援課で 11 月 4 日（水）から申込書を配布します。

▶問い合わせ　子育て支援課保育担当（内線２６３）

　多くの皆さんに、里親制度を理解していただくこと
を目的に、里親入門講座を開催します。養育経験のあ
る里親から話を聴くなど、一緒に学んでみませんか。

【第１回】
▶日　時　10 月 24 日 ( 土 ) 午後１時～４時
▶場　所　深谷市幡羅公民館 ( 深谷市東方１３７０)

【第２回】
▶日　時　11 月１日 ( 日 ) 午後１時～４時
▶場　所　羽生市民プラザ（羽生市中央３―７―５）

いずれも
▶内　容　①里親制度について（熊谷児童相談所職員

による説明）　②養育中の里親による体験談　③意見
交換

▶費　用　無料
▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課保育担当（内

線２６３）または熊谷児童相談所里親担当☎５２１
―４１５２

　親の病気や死別、離婚、虐待などのさまざまな事情により、家庭
で生活できない子供たちが増えています。里親制度は、こうした子
供たちを里親の家族の一員として迎えて、温かい愛情と落ち着いた
家庭環境の中で育てていただくものです。
　しかし、里親に登録している方が少なくなっており、児童相談所
では里親になっていただける方を求めています。里親制度の詳細に
ついては、埼玉県こども安全課ホームページをご覧ください。
http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/BG00/satooya/
satooya.html
▶問い合わせ　子育て支援課保育担当（内線２６３）または熊谷児

童相談所里親担当☎５２１―４１５２

里親入門講座

平成22年度
保育園入園児を募集します

平成22年度 学童保育室の入室児童を募集します

● ● ● ご存じですか 里親制度 ● ● ●
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　私立幼稚園は、それぞれの園において特色ある保育内容と
子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意しています。市
内の幼稚園に入園を希望される方は下記幼稚園に直接問い合
わせください。
　なお、未就園児を対象とした体験保育や園庭解放なども行っ
ており、見学も可能です。
▶案内配布　10 月 15 日（木）から
▶願書受付　11 月１日（日）から

園　　名 住　　所 電話番号

老 本 幼 稚 園 旭町 16 － 38 ５５３－２７７１

行 田 幼 稚 園 富士見町２－ 27 －５ ５５４－５１６９

富 士 見 ヶ 丘 幼 稚 園 駒形１－９－７ ５５６－７４９４

ホ ザ ナ 幼 稚 園 本丸 11－ 20 ５５５－２３０１

ま つ た け 幼 稚 園 門井町２－ 19 －９ ５５４－７３４８

南 河 原 幼 稚 園 南河原 777 －２ ５５７－０２３４

や ご う 幼 稚 園 谷郷２－５－１ ５５４－５７５２

や な ぎ 幼 稚 園 渡柳 563 －３ ５５９－１００１

○２年保育　平成 17 年４月２日～ 18 年４月１日生まれの
お子さん

○３年保育　平成 18 年 4 月２日～ 19 年４月１日生まれの
お子さん

○４年保育　平成 19 年４月２日～ 20 年４月１日生まれの
お子さん

（４年保育の募集人員など詳細は各園に問い合わせください）
※所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料などが減

免される制度があります。詳細は平成 22 年６月以降に幼
稚園を通じてお知らせします。

※長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度もあります。
▶問い合わせ　行田私立幼稚園連盟（まつたけ幼稚園）
　☎５５４－７３４８

　行田市国民健康保険に加入の方が平成 21 年 10 月１日
から平成 23 年３月 31 日までに出産された場合、出産育
児一時金がこれまでの 38 万円から 42 万円に増額されま
す。また、支給方法がこれまでの被保険者への支給から医
療機関へ直接支払う方法に変更となります（医療機関の請
求額が支給額より低い場合は差額を被保険者の方へ支給）。
　詳しくは保険年金課へ問い合わせください。
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線２７３・２７２・

２７１）

　結婚・出産・子育てなどの理由により、仕事から離れて
いた方を対象に、就職活動につながるよう基礎知識を実践
的に学ぶ再就職セミナーを開催します。1 回のみの参加も
可能です。
回 日　　時 内　　　　容

1 11 月 27 日（金）
午前 10 時～正午

自己分析セミナー
自己分析を行って、適正や強みを発見しな
がら再就職に向けて準備を行う。

2 12 月 2 日（水）
午前 10 時～正午

応募書類作成セミナー
実際に記入した履歴書や職務経歴書などを
チェックしながら、応募書類作成のポイン
トを身につける。

3 12 月 4 日（金）
午前 10 時～正午

面接対策セミナー
グループでの模擬面接を通じ、面接で押さ
えておくべきポイントを身につける。

▶定　　員　各回 20 人（先着順）

　「子育てが一段落したら働きたいけれど、どうしたらよ
いかしら」「家庭と仕事を両立できるのか心配だわ」などの
悩みを抱えて、再就職への一歩が踏み出せない。そんなこ
とはありませんか。条件が整えばもう一度仕事をしたいと
考えている女性を対象に、仕事相談会を実施します。
▶日　　時　11 月 27 日 ( 金 )、12 月 2 日 ( 水 )・4 日 ( 金 ) 

午後1時15 分～２時、午後２時15 分〜 3 時、
午後 3 時 15 分〜 4 時

▶内　　容　キャリアカウンセリング（一人 45 分）
▶定　　員　各日 3 人（先着順）

両事業とも
▶場　　所　VIVA ぎょうだ
▶対　　象　働く意欲のある女性
▶費　　用　無料
▶そ の 他　埼玉県女性キャリアセンターとの共催です。セ

ミナーと相談会、両方を申し込むことも可能で
す。ひととき保育（2 歳以上の未就学児の保育・
無料）は、申し込み時に承ります。

▶申し込み・問い合わせ　10 月 21日 ( 水 ) ～ 11月13 日
( 金 )（市外在住の方は 11 月1日（日）から）
に、電話または直接 VIVA ぎょうだ☎ 556 －
9301

　市では、母子家庭の母親が、就職の際に有利で生活の安定
に役立つ資格を取得するため、養成機関で修業する場合、母
子家庭高等技能訓練促進費を支給しています。
　このたび母子及び寡婦福祉法施行令の一部が改正され、訓
練促進費の支給期間などが次のとおり改正されました。
　なお今後、資格の取得を希望される方は、必ず受講開始前
にご相談ください。
▶支給期間

▶支給額（月額）

▶その他　対象者および対象資格はこれまで通りです。既に
受講されている方は、必ず子育て支援課にご連絡ください。

▶問い合わせ　子育て支援課子育て支援担当（内線 292）

【 改 正 前 】 【 改 正 後 】

受講期間の 2 分の 1 の期間
で後半の期間（上限 18 カ月） 受講期間の全期間

私立幼稚園入園児を募集します
平成22年度出産育児一時金の増額と支給方法の変更

女性の再就職を応援します

お仕事相談
（キャリアカウンセリング）

お仕事相談
（キャリアカウンセリング）

再就職セミナー再就職セミナー

母子家庭高等技能訓練促進費の
支給期間などが変わりました

【 改 正 前 】 【 改 正 後 】

○市町村民税非課税世帯　103,000 円
○市町村民税課税世帯　　　51,500 円

141,000 円
70,500 円
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商標登録された行田ゼリーフライと行田フライのキャラク
ターの愛称が、このほど市内の小・中学生 20 人による「未来
の行田市を担う子供たちで組織する愛称選考委員会」で話し合
われた結果、次のとおり決定しました。

市では今後、「こぜにちゃん」「フラべぇ」の着ぐるみやのぼ
り旗、各種グッズを作成するなどし、全国ブランド化に向けて
ゼリーフライやフライの魅力を広くＰＲしていきます。
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線３８２）

歴
史
小
説
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
映
画
化
も
決

定
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
勢
の
観
光
客
が
訪

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
訪
れ
た
方
々
に
行
田
の
魅
力
を
紹

介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
勉
強
し
よ
う

と
い
う
方
に
は
、
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が

丁
寧
に
教
え
ま
す
。

▼
年
会
費　

２
千
円　

▼
問
い
合
わ
せ　

観
光

案
内
所
（
行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
受
付
）

☎
５
５
０
―
１
６
１
１
ま
た
は
行
田
市
観
光
協

会
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
参
加
資
格　

市
内
事
業
者

▼
商
品
券
利
用
期
間　

12
月
１
日
㈫
～
平
成
22

　

年
２
月
28
日
㈰

▼
発
売
単
位　

１
万
円
（
１
千
円
券
10
枚
＋
プ

　

レ
ミ
ア
ム
分
１
枚
の
合
計
１
万
１
千
円
分
）

▼
申
し
込
み　

10
月
15
日
㈭
～
11
月
16
日
㈪
に

　

行
田
商
店
協
同
組
合
事
務
所
（
商
工
セ
ン
タ
ー

　

３
階
）

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
商
店
会
連
合
会
お
よ 

　

び
行
田
商
店
協
同
組
合
☎
５
５
６
―
８
０
０
３

８
月
21
日
、
市
内
の
環
境
関
連
機
器
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
電
元
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
か

ら
弱
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水
噴
霧
器
が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
全
国
的
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加
え
、

こ
れ
か
ら
流
行
期
を
迎
え
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

い
た
だ
い
た
噴
霧
器
は
、
早
速
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
」
な
ど
に
設
置
し
、
有
効
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
振
興
担
当
（
内

　

線
３
８
４
）

愛　称：「フラべぇ」
考案者：関根零菜さん

（忍中 3 年）

愛　称：「こぜにちゃん」
考案者：林　実咲さん

（南小 1 年）　

第2回  行田市B級グルメ大会
＆

第30回  行田商工祭・忍城時代まつり
▶日　時　11 月 8 日（日）午前 10 時～午後 4 時
▶場　所　市役所、忍城址、市内循環バスターミナル周辺
▶駐車場　当日は、市内循環バスターミナルのほか「さきたま

古墳公園駐車場」をご利用ください。なお、「さき
たま古墳公園駐車場」「JR 行田駅東口」からは午
前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分までの間シャト
ルバスを運行します。

第2回　行田市B級グルメ大会
本市が全国に誇るＢ級ご当地グルメ、フライとゼリーフライ

をはじめとして、太田市の焼そばや宇都宮市の餃子など県内外
の有名 B 級ご当地グルメが大集合します。
▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線 382）

第30回　行田商工祭・忍城時代まつり
今年も忍城にまつわる歴史絵巻が演じられます。
また、恒例となっている即売会「浮き城のまち物産大バザー

ル」をはじめ、エコカー展示、ささら獅子舞披露、吹奏楽演奏
会など、楽しいイベントが盛りだくさんです。
▶問い合わせ　行田商工会議所☎ 556 － 4111

同社森岡社長から製品の
寄贈を受ける工藤市長

プ
レ
ミ
ア
ム
付
行
田
市
内
共
通
商

品
券
参
加
店
を
募
集
し
ま
す

行
田
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

電
元
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
㈱
か
ら

噴
霧
器
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た

行田ゼリーフライと行田フライの
キャラクターの愛称が決まりました

市制施行60周年記念
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市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
原
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
内
容
を
説
明
し
、
意
見
を
お

聞
き
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
原
案
の
閲
覧
お

よ
び
説
明
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
閲
覧
】

▼
期
間　

10
月
19
日
㈪
～
11
月
２
日
㈪
（
土
・

　

日
曜
日
を
除
く
）

▼
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

【
説
明
公
聴
会
】

▼
日
時　

11
月
５
日
㈭
午
後
３
時

▼
場
所　

市
役
所
２
０
３
会
議
室

▼
内
容　

行
田
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更
に
つ

　

い
て

▼
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

　

法
人

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
計
画
担

　

当
（
内
線
３
５
５
・
３
５
９
）

第
２
期
納
期
限　

10
月
27
日
（
火
）

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
内
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
付
に
は
、
支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
（
前

　

谷
１
―
１
・
水
道
庁
舎
内
）
☎
５
６
４
― 

　

０
３
０
３

天正 18 年（1590）8 月、徳川家康が江戸に入り、関東の近世社会が始まりま
す。家康は忍城を四男松平忠吉に与えますが、城の修復などのため松平家忠を派遣
しました。忍藩主となった忠吉は家臣団を形成し、領内統治に当たりましたが、関ヶ
原の戦いで戦功をあげると尾張国清洲に転封となり、忍城とその周辺は幕府の支配
下に置かれました。

寛永時代後期になると、徳川家光の側近から老中に就任した松平信綱や阿部忠秋
が藩主となり、幕府を支える関東譜代藩としての忍藩の地位が確立していきました。

本企画展では、徳川家康の関東入国から 3 代将軍徳川家光の時代に忍城主を務
めた大名や、ゆかりの人たちに焦点を当て、幕藩体制が確立していく中で、彼ら
がどのような活躍をしたかを紹介します。
▶会　　期　10 月 10 日 ( 土 ) ～ 11 月 23 日 ( 月 ) 

（会期中の休館日は 10 月 13 日・19 日・26 日、11 月 2 日・4 日・9 日・16 日）
▶開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分（入館は午後 4 時まで）
▶入 館 料　大人 200 円、大学・高校生 100 円、小・中学生 50 円 ※団体割引あり

▶問い合わせ　郷土博物館☎ 554 － 5911

講演会「江戸幕府と忍藩」
▶日　　時　11 月 1 日 ( 日 ) 午後 2 時
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶講　　師　大野瑞男さん（東洋大学名誉教授）
▶定　　員　80 人
▶申し込み　電話で郷土博物館☎ 554 － 5911

火縄銃の演武
▶日　時　11 月 8 日 ( 日 )
　　　　　【1 回目】午前 11 時 30 分
　　　　　【2 回目】午後 1 時 30 分
▶場　所　忍城址
▶出　演　獅子の会

市制施行60周年記念・
近代化遺産全国一斉公開協賛事業

10 月 20 日の近代化遺産の日に、行田の近代化遺
産を歩いて巡ってみませんか。蔵の中で昔の行田の足
袋屋を撮影した貴重な映像の上映も行います。
▶日　　時　10 月 20 日（火）午前９時 30 分～午後

４時（午前のみは正午まで、午後のみは
午後１時からの参加も可）

▶集合場所　足袋蔵まちづくりミュージアム
▶見学場所　【午前】武蔵野銀行行田支店、足袋とくら

しの博物館ほか 
【午後】忠次郎蔵、今津印刷所、足袋蔵ギャ
ラリー門、彩々亭ほか

▶参 加 費　１,500 円（昼食・喫茶代含む） 
【午前のみ】300 円 
【午後のみ】600 円（喫茶代含む）

▶主　　催　行田市教育委員会、NPO 法人ぎょうだ
足袋蔵ネットワーク

▶申し込み・問い合わせ　10 月 19 日（月）午前
11 時までに文化財保護課☎５５３―
３５８１

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る
原
案
の

閲
覧
お
よ
び
説
明
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
付

を
お
忘
れ
な
く

市制施行60周年記念
第23回企画展 徳川三代と忍藩徳川三代と忍藩徳川三代と忍藩

樺色羅紗地水玉文様陣羽織
（白河集古苑所蔵）

足袋蔵めぐり2009
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あなたとあなたの大切な家族を
地震から守るために
あなたとあなたの大切な家族を
地震から守るために
あなたとあなたの大切な家族を
地震から守るために

　８月に駿河湾を震源とするマグニチ
ュード6.5（暫定値）の地震が発生し、
多くの死傷者や建物被害が出ました。
　地震は台風やゲリラ豪雨などと違い予測不能で、いつ
発生するかわかりません。また、災害に直面しても消防
機関などの救援隊がすぐに来るとも限りません。普段か
ら家族や地域の皆さんと話し合い震災に備えるととも
に、慌てることなく冷静に状況を判断し的確に行動しま
しょう。

　自分の身は自分で守りましょう
　まずは、自分の身を守るため次のことを心がけ、揺れ
が収まったら、周りの状況を確認し落ち着いて行動しま
しょう。
・丈夫な机やテーブルなどの下に隠れる。
・戸を開けて出口を確保する。
・慌てて外に飛び出さない。

　地域の協力で被害を最小限に
　建物の倒壊などの被害が広範囲で発生した場合、地域
の皆さんが協力して初期消火、被災者の救出を行うこと
により被害を少なくすることができます。阪神淡路大震
災では、約８割の方たちが近所の方々に救出されたとい
う報告があります。

　地震ハザードマップを活用しましょう
　市では、「深谷断層による地震」の想定被害を基にし
た地震ハザードマップを作成し各家庭に配布しました。
いざという時のための避難経路や避難所などの確認にご
活用ください。※地震ハザードマップは市ホームページ
（防災情報）でも確認できます。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

※講座の順序や内容は変更の場合あり

▶場　　所　行田警察署1階会議室
▶対　　象　市内在住の方
▶定　　員　40人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶主　　催　行田警察署
▶共　　催　行田市防犯協会
▶そ の 他　修了者には、修了証書を授与します。
▶申し込み・問い合わせ　10月15日（木）までに行田
　警察署生活安全課防犯担当 ☎553－0110（内線
　263）または行田市防犯協会☎553－3531

行田警察署「第三期防犯寺子屋」を
開設します

回 日　　時 内　　　容

１ 10月24日（土）
午前10時～11時20分 行田市の犯罪実態と防犯の必要性

２ 11月28日（土）
午前10時～11時20分 振り込め詐欺の実態と対策

３ 12月19日（土）
午前10時～11時20分

空き巣などの侵入窃盗の
現状と対策

４ 平成22年1月23日（土）
午前10時～11時20分

防犯トーキング
～私の防犯と実践～

５ 平成22年2月20日（土）
午前10時～11時20分

街頭犯罪および痴漢などの
実態と対策

６ 平成22年3月27日（土）
午前10時～11時50分 修了特別講座

　防災体験教室で「震度７の地震」「風速30
メートルの強風」「煙が充満した部屋」がどの
ようなものか、体験してみませんか。

▶日　　時　11月14日(土)午前10時～11時
　　　　　　30分
▶集　　合　午前９時30分に市役所正面玄関
▶解　　散　正午ごろ市役所　
▶交通手段　市役所～センター間はバスで送迎
▶場　　所　埼玉県防災学習センター（鴻巣市）
▶内　　容　防災のおはなし（地震のしくみな
　　　　　 ど）、災害疑似体験（地震体験、強

風体験、煙体験、消火体験）、セン
ター内展示物などの見学

▶対　　象　市内在住・在勤・在学の方　
▶定　　員　30人（先着順）　
▶参 加 費　無料　
▶申し込み・問い合わせ　11月５日(木) 午後

５時までに電話またはFAXで防
災安全課防災担当（内線282）
FAX556―2117

防災体験教室を開催します

つけましたか？住宅用火災警報器

埼玉県防災メールにご登録ください

　県では防災に関する情報をメールでお知らせしています。
▶配信する情報
○気象注意報・警報（気象庁による県内の気象注意報・警報）
○震度情報（県内で発生した震度３以上の地震の震度など）
○その他防災に関する情報
▶登録方法

携帯電話やパソコンから saitamaken@jijo.bosai.info に空
メールを送り、届いたＵＲＬにアクセスすると登録できます。
※バーコードリーダー機能付き携帯電話は
　QRコードをご利用ください。

▶問い合わせ　
　県消防防災課応急対策・訓練担当
　☎048―830―3180
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▼
募
集
作
品  

　

秩
父
鉄
道
や
沿
線
風
景
な
ど
を
題
材
と
し
た

俳
句　

▼
応
募
規
定   

①
規
定
の
用
紙
（
秩
父
鉄
道
の
各
駅
に
設
置
）

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
規
定
の
用
紙
１
枚
に
つ
き
３
句
ま
で
と
し
、

一
人
３
枚
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
規
定
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
を
も
れ
な
く
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
締
め
切
り   

12
月
７
日
㈪
必
着　

▼
応
募
方
法　

秩
父
鉄
道
各
駅
へ
持
参
す
る
か
、

　

秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
あ
て
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
〒
３
６
０―

８
６
０

　

１
熊
谷
市
宮
町
２―

47―

１
・
熊
谷
市
総
合

政
策
部
企
画
課
内
）。
な
お
、
郵
送
料
は
ご

負
担
く
だ
さ
い
。　

▼
入
賞
選
考
・
発
表
な
ど　

①
特
選
３
句
、
入
選
10
句
、
佳
作
30
句
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。　

②
入
賞
発
表
は
、
入
賞
者
本
人
へ
の
通
知
で
行

い
ま
す
。　

▼
そ
の
他   

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
同
協
議

会
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
、
秩
父
鉄

道
各
駅
に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局
☎
５
２
４

―

１
１
１
１
（
内
線
２
２
８
）

　

金
子
兜
太
先
生
が
選
ぶ

　
　
　
　
　

秩
父
鉄
道
の
俳
句

　このたび、市で所有していたノートパソコンを市民の方
に有効活用していただくため、無償でお譲りします。

日立製（平成12年型）Windows98
（Word2000・Excel2000）

▶台　　数　18台（希望者多数の場合は11月10日(火)
　午後２時に産業文化会館２階２Ａ会議室で公開抽選）
▶譲渡条件　
　○譲渡後の機器の保障・修繕・返却はできません。
　○機器の処分は自己の責任で行ってください。
　○行田市民であること。
　○一人一台まで。
▶申し込み・問い合わせ　10月30日(金)（必着）まで

に住所、氏名、連絡先およびノートパソコン希望の
旨を明記のうえ、往復はがきで申し込みください。
（〒361―0052 行田市本丸２―20 行田市ひとつくり
支援課）☎556―8319　

　総務省では、経済的な理由などで地上デジタ
ル放送を見ることができない世帯に対して、簡
易チューナーを無償給付するなどの支援を開始
します。

▶対　　象　生活保護などの公的扶助を受けている世
帯などで、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免除の
適用を受けている世帯。

▶支援開始時期　10月１日(木)から受付開始。簡
易チューナーの設置は10月下旬から開始予定。

▶そ の 他　支援は現物給付ですので、自身で購入
されたチューナーやアンテナ改修などの費用を清
算することはできません。

▶申し込み・問い合わせ　総務省地デジチューナー
支援実施センター☎0570―033840

市所有のノートパソコンを
無償で譲ります

地上デジタル放送を見るための
簡易チューナー給付などを行います

▶受付期間　11月1日(日)～平成22
年1月8日(金)

▶対　　象　日本国籍を有し、平成
22年４月１日現在15歳以上17 
歳未満の男子で中学校卒業者（卒
業見込み含む）
▶募集人員　未定
▶試 験 日　平成22年1月23日(土)
▶問い合わせ・願書・資料請求　自

衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事
務所（〒360－0037熊谷市筑波
3－90－1国際ビル2階）☎522
－4855

陸上自衛隊高等工科学校
生徒募集

第 11回行田市障害者（児）
スポーツ・レクリエーション大会

　障害者（児）とその家族およびボランティアが、互いに交流を深めるとと
もに、障害者（児）の健康増進と社会参加を促進するための大会です。

に参加申込書を福祉課へ提出し
てください。　

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当
 （内線266）FAX 554―6701

【ボランティア募集】
　大会の開催にあたり、当日の運

営などに協力していただけるボ
ランティアを募集しています。
10月23日(金)までに行田市障
害者福祉センター（☎553―
2181）へ申し込みください。

▶日　　時　11月14日(土)
　午前10時～午後０時30分
（午前９時30分受付開始）　
▶場　　所　グリーンアリーナ　
▶対　　象　市内在住・在勤・在

学の障害者（児）　
▶内　　容　風船バレー、卓球バ

レー、ボッチャ、フライング
ディスク、ＳＴＴなど　

▶参 加 費　無料　
▶持 ち 物　運動に適した服装、

タオル、上履き　
▶申し込み　10月23日(金)まで



こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
し
立
て
に

つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
、
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審

査
員
に
よ
り
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た
こ
と
の
是
非
を
審
査
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
検
察
審
査
会
事
務
局

　

（
熊
谷
市
宮
町
１―

68 

さ
い
た
ま
地
方
裁

判
所
熊
谷
支
部
内
）
☎
５
２
１―

２
４
７
４

　

本
丸
自
治
会
（
長
谷
川
好
宏
会
長
）
で
は
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
平

成
21
年
度
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
法は
っ
ぴ被

、

太
鼓
、
鉦か
ね

な
ど
の
祭
り
用
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民
の
自
主

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
自
治
意
識

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ

て
い
る
も

の
で
、
同

会
は
今
後
、

こ
れ
ら
を

使
用
し
て

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活

性
化
を
図

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
１
）

　

市
内
循
環
バ
ス
の
車
内
外
に
貴
社
の
広
告
を

掲
出
し
ま
せ
ん
か
。
会
社
や
商
店
の
お
知
ら
せ

や
宣
伝
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
広
告
の
種
類　

車
内
広
告
、
車
外
広
告
、
車

内
放
送

▼
広
告
基
準　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
。

①
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

②
風
俗
営
業
に
関
す
る
も
の
お
よ
び
そ
れ
に
類

す
る
も
の

③
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
お
よ
び

個
人
宣
伝
に
か
か
る
も
の

④
そ
の
他
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い
と
市
長
が

判
断
す
る
も
の

▼
そ
の
他　

最
低
広
告
掲
出
期
間
は
１
カ
月
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
月
数
は
、
毎
月
１
日
を

基
準
と
し
ま
す
。
例
え
ば
、
11
月
15
日
か
ら

掲
出
す
る
場
合
は
11
月
１
日
を
基
準
と
し
ま

す
の
で
11
月
分
は
１
カ
月
分
の
料
金
が
掛
か

り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

10
月
26
日
㈪
ま
で
に
生
活
課

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内

線
２
５
１
）

　

県
で
は
、
消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
に
よ
り
多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
面
接
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

借
金
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
28
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所　

市
役
所
地
下
Ｂ
８
会
議
室　

▼
対
象　

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方　

▼
定
員　

16
人
（
先
着
順
）　

▼
主
催　

埼
玉
県
、
埼
玉
弁
護
士
会
、
埼
玉
司

法
書
士
会
、
埼
玉
県
多
重
債
務
対
策
協
議
会

▼
申
し
込
み　

10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
に
県
の
予
約
専
用
電
話
☎
０
４
８―

８

　

３
９―

３
６
４
４
※
予
約
期
間
の
み　

▼
問
い
合
わ
せ　

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当

 

（
内
線
２
５
２
）

  

「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」
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市
内
循
環
バ
ス
車
内
外

　
　
　

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

   

多
重
債
務
者
相
談
強
化

　

  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
無
料
相
談
会

   
ご
存
じ
で
す
か　

　
　
　
　
　

  

検
察
審
査
会

   

祭
り
用
品
の
整
備
な
ど
で

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

平
和
へ
の
思
い
を
全
国
に
伝
え
る
た
め
に

　
　
　
　

 

親
子
記
者
が
市
長
を
訪
問

　

本
市
が
加
入
し
て
い
る
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
の
親
子
記
者
事
業
で
、
３
２
３

組
の
応
募
の
中
か
ら
全
国
で
９
組
の
親
子
記

者
と
し
て
選
ば
れ
た
本
市
在
住
の
田
頭
浩
美

さ
ん
・
慎
平
君
親
子
が
、
８
月
25
日
、
参
加

報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

田
頭
さ
ん
親
子
は
８
月
８
日
か
ら
11
日
に

か
け
て
長
崎
市
に
滞
在
。
同
市
で
開
催
さ

れ
た
平
和
祈
念
式
典
に
出
席
し
、
式
典
関
係

者
や
被
爆
者
へ
の
取
材
を
行
い
、
核
兵
器
廃

絶
と
平
和
へ
の
願
い
を
伝
え
る
「
ナ
ガ
サ

キ
・
ピ
ー
ス
・
タ
イ
ム
ズ
（
お
や
こ
記
者
新

聞
）
」
の
作
成
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

工
藤
市
長
に
刷
り
上
が
っ
た
新
聞
と
長
崎

で
の
体
験
談
を
披
露
し
た
慎
平
君
は
、
「
原

爆
の
む
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
友
達
に
平
和

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
で
す
」
と
平
和
へ
の

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当

　

（
内
線
２
５
１
）
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽
ガ
ス
コ
ン

ロ
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽
学
習
机
（
い
す
付
）
▽
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト　

▽
歩
行
器　

▽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ

ッ
ト
（
女
性
用
・
男
性
用
）
▽
鏡
台
（
い
す
付
）

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
収
納
バ
ッ
グ　

▽
ベ
ビ
ー
カ

ー
（
Ｂ
型
）
▽
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク　

▽
冷
蔵
庫　

▽

本
棚　

▽
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト　

▽
屏び
ょ
う
ぶ風

（
籐と
う

製
）
▽
ベ
ビ
ー
バ
ス　

▽
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
自
転
車
（
大
人
用
・
子
供
用
・
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
・
27
イ
ン
チ
３
段
ギ
ア
付
）
▽
バ

イ
ク
（　
　

）
▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
家
庭
用
小

型
耕
運
機　

▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
カ
メ
ラ

（
一
眼
レ
フ
）
▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
16
ミ

リ
映
写
機　

▽
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン　

▽
座
い
す　

▽

鍋（
Ｉ
Ｈ
対
応
）
▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
扇

風
機　

▽
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ　

▽
自
転
車
補
助
い
す

（
後
）
▽
掃
除
機　

▽
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ　

▽
蚊
帳

▽
ソ
フ
ァ　

▽
テ
レ
ビ　

▽
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ　

▽

日
本
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
辞
典　

▽
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
・
日
本
語
辞
典　

▽
日
本
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
辞

典　

▽
ス
ペ
イ
ン
語
・
日
本
語
辞
典　

▽
ピ
ア
ノ

▽
電
子
キ
ー
ボ
ー
ド　

▽
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５
６

　

―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見できる
「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田の
おいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500mlペットボト
ル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館の入館
券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントします。ク
イズに答えてあなたも行田ものしり博士になりましょう。

問１　石田三成軍が忍城を水攻めする際に築いたといわ
れる石田堤は、現在どのくらいの長さが残っているで
しょう？

　Ⓐ約50m　　Ⓑ約250m　　Ⓒ約500m

問２　忍城址敷地内に現在も残る遺構は何でしょう？
　Ⓐ本丸濠

ごう

　　Ⓑ本丸門　　Ⓒ本丸土塁

問３　男女共同参画推進センターの愛称は？
　ⒶVIVAぎょうだ　　ⒷBRAVOぎょうだ　　　
　ⒸCIAOぎょうだ

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を明記
し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田ものしり博
士クイズ10月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　10月30日（金）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選者

の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。な
お、正解は市報ぎょうだ12月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」8月号の正解
 【問１】Ⓒのぼうの城　【問２】Ⓒ林頼三郎 
 【問３】Ⓐ太陽光発電のガラス

CC
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マイバッグで環境にやさしい買い物を

　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、
7月6日から12日の期間内の一日についてエコライフ
DAYを実施しました。エコライフDAYとは、省エネや省
資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシー
トで温室効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ラ
イフスタイルを見直すきっかけをつくる取り組みです。
　今回削減できた二酸化炭素の量は5,762,126gとなり
ました。これは2,443ℓのガソリンを燃焼させたときに
排出する二酸化炭素の量と同じです。

エコライフDAY2009夏 集計結果

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556－9530

参　加　区　分 参加数
(人 )

二酸化炭素
削減量 (g)

一人あたりの
削減量 (g)

小学3年生
児童 560 113,692 203

家族、教職員 929 940,813 1,013

小学4～
6年生

児童 1,686 987,275 586

家族、教職員 2,709 2,722,637 1,005

中学2年生
生徒 519 273,215 526

家族、教職員 427 395,614 926

市役所 職員など 419 328,880 785

合　　計 7,249 5,762,126 795

　レジ袋の削減はごみの減量化と地球温暖化防止に
つながります。地球環境保全のため、買い物時はマ
イバッグをご利用ください。

《マイバッグ３つのお買い物マナー》
　マイバックで買い物をするときは、次のことに注
意しましょう。
　①買い物中はマイバッグを折りたたみましょう。
　②商品は備え付けの買い物カゴに入れましょう。
　③マイバッグは会計が済んでから使いましょう。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

 10月18日（日） 行田中央総合病院  11月  3日（火） 壮幸会
行田総合病院

 10月25日（日） 壮幸会
行田総合病院  11月  8日（日） 行田中央総合病院

 11月  1日（日） 行田中央総合病院  11月15日（日） 行田中央総合病院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　10月20日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年7月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　11月5日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年7月16日～31日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　①受付日時　10月23日（金）午後1時30分～4時
　②受付日時　11月10日（火）午前9時30分～11時30分
　①②とも対象は小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　11月10日(火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成21年5月15日～6月14日生まれの

お子さんがいる方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　11月5日(木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします

※いずれも場所は保健センター

健康講座⑤ 中高年に多い目の病気
　中高年になると、目についてのトラブルが起こりやす
くなってきます。その中には、重大な病気が隠れている
かもしれません。目の病気やその予防などについて学ん
でみませんか。

日　　時　10月29日（木）午後1時45分～3時15分
場　　所　保健センター
内　　容　矢那瀬淳一さん（やなせ眼科院長）による講話
対　　象　市内在住で目の健康について関心のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）　
申し込み　10月15日（木）から直接または電話で保健セ
　　　　　ンター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　10月20日（火）、11月13日（金）
　　　　　　午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　10月20日（火）、11月13日（金）
　　　　　　午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　10月20日（火）、11月13日（金）
　　　　　　午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　10月15日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心

配事がある方

※いずれも場所は保健センター

お口の健康の講習会
　お子さんの歯や口の中で、気になることはありません
か。歯の健康づくりには、乳幼児期・学童期が一番大切
な時期です。お子さんたちに起こっているさまざまな問
題を一緒に考えてみませんか。

日　　時　11月12日（木）午後2時～4時30分
場　　所  「みらい」文化ホール
内　　容　川口陽子さん（東京医科歯科大学大学院健康

推進歯学分野教授）による講演
　　　　　「小中学生における最近の口腔保健の問題点

　～口臭・味覚検査の結果から～」
費　　用　無料
主　　催　北埼玉郡市歯科医師会
後　　援　行田市、加須保健所、加須市、羽生市、騎西

町、北川辺町、大利根町
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糖尿病予防教室
～糖尿病のこと本当に知っていますか～
　糖尿病は初期の段階では症状がなく、放っておいて症
状が悪化してしまう人がたくさんいます。そうなる前に
正しい生活習慣を身につけ、糖尿病を予防しましょう。

日　　時 内　　容

11月9日(月)
午後1時30分～3時30分

「本当に知ってる？糖尿病」
医師、保健師、栄養士

11月18日(水)
午前9時30分～11時30分

「糖尿病を予防する食事の摂り方」
保健師、栄養士

11月24日(火)
午前9時30分～11時30分

「パドルを使って運動しよう」
パドル講師、保健師、栄養士

※3日間とも受講してください。

場　　所　保健センター
対　　象　市内在住の方
定　　員　20人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）
申し込み　10月15日(木)から直接または電話で保健セ
　　　　　ンター

家族のための健康教室
「丈夫な骨づくりで元気な一生を」
　骨量が少なくなって骨がもろくなり、骨折の危険性が
高くなった状態を「骨粗しょう症」といいます。高齢化
に伴い患者数は増加し続けています。骨粗しょう症を予
防するためには、思春期から正しい生活習慣を身につけ
ることが重要です。骨粗しょう症予防について学んでみ
ませんか。

日　　時 場　　所

11月5日(木)
午前9時30分～11時30分 保健センター

11月20日(金)
午前9時30分～午後0時30分 VIVAぎょうだ

※原則、2日間受講してください。

内　　容　保健師・栄養士による講話と調理実習
対　　象　市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）、生活習慣

質問票
申し込み　10月15日(木)～23日(金)に直接または電話

で保健センター
　　　　　※申し込まれた方には、生活習慣質問票を郵
　　　　　　送します。

女性特有のがん検診
　国の補助事業（単年度事業）として、乳がん・子宮頸が
ん検診が無料で受けられるクーポン券を郵送しています。
対象となる方は次のとおりです（6月30日現在で本市
に住民票のある方）。

乳がん検診
　　昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生まれの方
　　昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生まれの方
　　昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生まれの方
　　昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生まれの方
　　昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生まれの方　

子宮頸がん検診
　　昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれの方
　　昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生まれの方
　　昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生まれの方
　　昭和48年4月2日～昭和49年4月1日生まれの方
　　昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生まれの方

高齢者のインフルエンザ
（季節性）予防接種

接種期間　10月20日(火)～12月25日(金)
対　　象　次のいずれかに該当し、希望する方（インフ

ルエンザの予防接種は義務接種ではありません）
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　  ②接種日現在60歳以上64歳以下の方のうち、

心臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障
害（１級程度）のある方およびヒト免疫不
全ウィルスにより免疫機能に障害のある方

接種方法　指定医療機関での個別接種（年度内1回）
費　　用　1,000円(生活保護受給者は免除)
持 ち 物　①予診票（各指定医療機関にあります。市外

の医療機関には行田市の予診票がない場合
もありますので、事前に保健センターにご
連絡ください）

　　　　　②保険証または生活保護受給者証 
　　　　　※対象②の方は身体障害者手帳が必要です。
申し込み　指定医療機関へ直接申し込みください。
　　　　　※指定医療機関、障害の程度など不明な点は

　保健センターに問い合わせください。
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一人ひとりがルールを守って
住みよいまちをつくりましょう

 「違反建築なくそう運動」が10月11日から17日の
期間で実施されます。この運動は、違反建築をなくし
て、皆さんが安全で安心できる住みよいまちづくりを
行うため、埼玉県、県内各市町村および(社)埼玉建築
士会が実施するものです。
　期間中は、県下一斉に工事現場の建築パトロールな
どを実施しますので、ご理解
ご協力をお願いします。
　なお、建築などに関する法
令説明会、建築相談会が次の
とおり開催されますので、お
気軽にお出掛けください。

▶日　　時　10月14日(水)午後2時～4時
▶場　　所　加須市東部コミュニティーセンター（加

須市花崎1－22－16）
▶内　　容　○住宅瑕疵担保履行法について
　　　　　　○長期優良住宅建築等計画の認定について
　　　　　　○建築相談の開設
▶主　　催　埼玉県、県内各市町村、(社)埼玉建築士会 
▶問い合わせ　開発指導課建築指導担当（内線363）

事業主の皆さんへ

　労働保険料（労災保険・雇用保険）の第２期分の納
期限は11月２日(月)です。
　納付書は、納期限の10日前ごろに事業場へ送付し
ますので、最寄りの金融機関で納付をお願いします。

▶問い合わせ  埼玉労働局労働保険徴収課
　　　　　　  ☎048―600―6203

日　　時 場　　所 担当包括

11月12日(木)
午後1時30分～3時 みらい 地域包括支援

センター緑風苑

11月17日(火)
午後1時30分～3時 南河原公民館

地域包括支援
センター
まきば園

11月18日(水)
午後1時30分～3時 忍・行田公民館

11月19日(木)
午後1時30分～3時 星河公民館

11月28日(土)
午前9時30分～11時 持田公民館

地域包括支援
センター
壮幸会12月5日(土)

午前9時30分～11時 みらい

12月16日(水)
午後1時30分～3時

総合福祉会館
「やすらぎの里」

地域包括支援
センター緑風苑

ルールを守って明るく住マイル

労働保険からのお知らせ

認知症サポーター養成講座
 「認知症サポーター」は、認知症について正しく理
解し、認知症の方やその家族を見守り支援する応援者
です（認知症の方の介護などに従事してもらうもので
はありません）。
　この応援者を一人でも増やし、誰もが安心して暮ら
せるまちづくりを目的とした認知症サポーター養成講
座を開催します。下記日程で都合の良い日に受講して
ください。

▶対　　象　認知症や高齢者の介護に関心のある方
▶申し込み　高齢者福祉課、各地域包括支援センター

および各講座開催場所にある申込用紙
に必要事項を記入のうえ、10月30日
（金）までに申し込みください。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線278）
　地域包括支援センター緑風苑　☎557－3611
　地域包括支援センターまきば園☎550－1777
　地域包括支援センター壮幸会　☎552－1123

ス
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  10月27日㈫　※次回11月24日㈫の
　予約は11月2日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 市役所   11月2日㈪　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   10月18日㈰、11月6日㈮・15日㈰   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  10月15日㈭・16日㈮・19日㈪・22日㈭  
 ・23日㈮・26日㈪・29日㈭・30日㈮、
  11月2日㈪・5日㈭・6日㈮・9日㈪・12日
　㈭・13日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  10月15日㈭・22日㈭・29日㈭、11月5日
　㈭・12日㈭  ※電話相談は10月24日㈯ 
　対象：市内在住の方

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   10月16日㈮・20日㈫・23日㈮・27日㈫・      
  30日㈮、11月6日㈮・10日㈫・13日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   11月11日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   10月20日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   11月1日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   10月20日㈫・27日㈫　
  11月10日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （10月15日〜11月15日）

23

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
10月１日（木）・2日（金）・5日（月）・13日（火）
19日（月）・26日（月）、11月2日（月）・4日（水）
9日（月）・16日（月）
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

▶日　　時　10月21日(水)午前10時30分～11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　10月24日(土)午前11時
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　11月7日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おはなしの会

▶日　　時　11月14日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

4カ月児健診時に保健センターで絵本を配布しています。
▶日　　時　10月2日(金)・14日(水)午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

11
月
10
日
（火）

11
月
6
日
（金）

北
河
原
小

11
月
12
日
（木）

泉
小

10
月
23
日
（金）

南
河
原
小

10
月
22
日
（木）

須
加
小

10
月
30
日
（金）

埼
玉
小

10
月
28
日
（水）

荒
木
小

10
月
21
日
（水）

星
宮
小

10
月
16
日
（金）

太
田
東
小

10
月
15
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

10
月
14
日
（水）

北
小

太
田
西
小

※変更となる場合があります。

・ブッシュからオバマへ（古矢旬）
・逆境力（森田健作）
・幽霊待合室（赤川次郎）
・日本を動かした200人（よだ ひでき）
・るすばんいす（山崎優子）

　図書館では、約23万冊の本を取りそろえています。所
蔵していない場合は、県内の公共図書館から借り受け、ご
利用いただくこともできます。目の不自由な方へのサービ
スとして対面朗読（予約が必要）や録音図書、点字図書の
貸し出しも行っています。

▶日　　時 【第1回】11月20日(金)【第2回】11月27
日(金)【第3回】12月４日(金)

	 午前10時～11時30分
▶場　　所　ミーティング室
▶講　　師　青木淳子さん（元学校図書館司書）
▶内　　容　読み聞かせの本の選び方、実技指導など
▶対　　象　これからボランティアを始めたい方、活動中

の方（経験の浅い初心者）
▶定　　員　30人（先着順）
▶参 加 費　無料

▶日　　時　10月17日(土)午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　ながぐつをはいたねこほか2作品（30分）、
　　　　　　ピーター・パンほか（30分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

新着図書

子ども読書活動推進のための
ボランティア養成講座

秋の読書週間（10月27日～11月９日）

おはなし会

子ども映画会

ブックスタート

移動図書館巡回日程
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市民の皆さんとともにまちづくり
「ぎょうだ夢づくり会議」を開催

９月６日、水城公園市民広場で第20回浮き城のまち
行田こどもまつりが行われました。
バルーンアートのコーナーでは行田市ジュニア・リー

ダーズ・クラブのメンバーから作り方を教わりながら、子
供たちは細長い風船をひねって思い思いの作品を作り上
げました。他にも毎年大好評のミニＳＬやスライムつくり
などの遊びが盛りだくさん。訪れた子供たちは、普段な
かなか味わえない面白い遊びに夢中になっていました。

面白い遊びに夢中

災害発生時に生かす初動対応訓練

郷土の偉人を学ぶ講演会

８月29日、第28回行田市防災訓練が南河原中学
校で開催されました。
訓練では、地域住民や自主防災組織、地域消防団が
中心となり、倒壊家屋からの負傷者救助や応急手当の
方法など、災害発生時の初動対応に生かすための各種
訓練が行われました。

８月22日、「みらい」文化ホールで行田市漢字文化
講演会が開催されました。
進脩塾素読教室の子供たちによる論語、漢詩、孝経の

素読の発表で幕を開けたこの催しでは、早稲田大学名誉
教授の村山吉廣さんを講師に迎え、「忍藩藩儒芳川波山
の生涯と詩業」と題した講演が行われました。
忍藩藩校進脩館の学長をつとめ、漢学をはじめとする

さまざまな文化を極めた郷土の偉人・芳川波山の生涯に
わたる功績に来場者は熱心に耳を傾けていました。

第５次行田市総合振興計画の策定にあたり、住民基本
台帳からの１，０００人無作為抽出による呼びかけと公募
により集まった57人の市民の皆さんが、今後のまちづく
りの課題について考える「ぎょうだ夢づくり会議」。この
第１回が９月６日、第２回が13日に開催されました。
この会議では、「まちづくり」や「福祉」など５つのテー
マに分かれ11月まで５回にわたり話し合いが行われます。
第２回では「行田の強み・弱み」などについて意見を出し
合い議論を深めました。
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８月 30 日、南河原地区青少年育成会の主催による
サマーキャンプが南河原中学校校庭で行われました。

平成 19 年に設立された同会では、昨年からサマー
キャンプを開催しており、今回は児童・保護者合わせ
て約２５０人が参加しました。飯ごう炊飯やスイカ割
り、キャンプファイヤーなどを行った子供たちは、た
くさんの友達とともに夏休み最後の思い出を作ってい
ました。

サマーキャンプで夏休みの思い出づくり

忍中学校２年の足立真美さんが、テニスＵ 14 ワー
ルドジュニア・世界大会団体戦に日本代表として出場
し、世界の強豪を相手に見事第３位の快挙を成し遂げ
ました。

９月 15 日、その結果を報告するため工藤市長を表
敬訪問した足立さんは「３位になれたのはチームメイ
トのおかげ。また来年も出場できるように頑張りたい」
と世界第３位の好成績にも甘んじず、さらに上を目指
す意気込みを語りました。

９月 13 日、市制施行 60 周年を記念して「第
18 回彩の国埼玉 桴

ばち

の祭典」が産業文化会館で
開催されました。

埼玉県太鼓連盟に加盟する 13 団体が出演し
たこの催しでは、大小さまざまな太鼓を打ち鳴
らし、勇壮でダイナミックな桴さばきを披露。
来場者は体の芯にまで響く演奏に引き込まれて
いるようでした。

テニスジュニア大会で
世界第３位の快挙

勇壮でダイナミックな桴さばき

９月６日、市民プールで行田市民水泳大会が開催
されました。小学生から大人までが出場し、自由形、
平泳ぎ、背泳ぎ、リレーなど 76 部門でレースが行
われました。

スタートの合図とともに、まぶしい日差しが照り
返すプールに飛び込む選手たち。好タイムを狙って
懸命に泳ぐスイマーの姿に、プールサイドからは熱
い声援が送られていました。

好タイムを狙って
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忍	

伊
藤　

英
子

焼し
ょ
う
い
だ
ん

夷
弾
降
る
音
に
聞
く
花
火
か
な

	

中
央	

藤
野　

芳
江

忘
れ
得
ぬ
娘
の
生
れ
し
日
原
爆
忌

	

向
町	

佐
藤　

猶
子

恙つ
つ
がな
き
日
々
に
感
謝
し
魂
祭

	

谷
郷	

大
谷　

峯
生

家
族
と
は
別
れ
ゆ
く
も
の
流
れ
星

	

荒
木	

秋
山　

二
郎

今こ
ん
じ
ょ
う
生
を
泣
き
つ
く
さ
ん
と
秋
の
蝉

	

下
中
条	

梶
原　

銃
司

遠
花
火
は
か
な
き
夢
の
開
き
散
る

	

須
加	

矢
沢　

初
枝

大
玉
の
西す
い
か瓜
冷
し
て
孫
を
待
つ

	

北
河
原	

木
島　

徳
哉

柿
熟
る
る
八
十
八
歳
静
ご
こ
ろ

	

清
水
町	

松
岡　
　

博

帰
省
子
の
去
り
て
時
間
の
戻
り
け
り

	

門
井
町	

森
下
さ
と
し

思
い
馳
す
酷
暑
の
中
の
古
墳
群

俳 

句

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
土
・
日
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
夢
中

に
な
っ
て
白
球
を
追
い
か
け
て
い
る
の
が
今

回
紹
介
す
る
水
城
少
年
野
球
で
す
。
30
年
ほ

ど
前
に
発
足
し
南
小
の
児
童
が
所
属
し
て
い

る
同
チ
ー
ム
は
現
在
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ー
ム

（
６
年
生
12
人
、
５
年
生
９
人
）
と
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
（
４
年
生
以
下
18
人
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
チ
ー
ム
で
は
、
大
き
な
声
で
の
あ
い
さ

つ
や
礼
儀
を
重
ん
じ
て
お
り
、
清
掃
活
動
な

ど
の
社
会
奉
仕
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
地
元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
相
手
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
練
習
場
所
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る

な
ど
、
地
域
の
方
々
の
応
援
や
協
力
に
支
え

ら
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
４
月
の
第
97
回
行
田
市
少
年
野

球
春
季
大
会
、
５
月
の
第
21
回
東
松
山
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
の
ほ
か
、
８
月

に
行
わ
れ
た
第
23
回
読
売
旗
争
奪
県
北
少
年

野
球
選
手
権
大
会
で
も
見
事
優
勝
。
特
に
８

月
の
大
会
で
は
逆
転
勝
ち
を
収
め
る
試
合
も

多
く
、「
あ
ま
り
緊
張
し
な
い
こ
と
で
、
試
合

で
は
実
力
以
上
の
力
を
発
揮
で
き
た
」「
チ
ー

ム
メ
イ
ト
を
信
じ
て
戦
っ
て
く
れ
た
」
と
千

代
田
豊
監
督
が
話
す
よ
う
に
、
選
手
た
ち
の

最
後
ま
で
諦
め
な
い
強
い
精
神
力
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
最
大
の
勝
因
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

同
大
会
で
得
た
の
は
優
勝
旗
や
メ
ダ
ル
だ
け

で
な
く
、な
ん
と
東
京
ド
ー
ム
で
の
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
公
式
戦
の
始
球
式
。
プ
ロ
選
手
と

一
緒
に
各
守
備
位
置
に
就
い
た
子
供
た
ち
は

「
憧
れ
の
選
手
が
話
し
か
け
て
く
れ
た
」「
プ

ロ
が
使
う
マ
ウ
ン
ド
で
投
げ
る
こ
と
が
出
来

て
う
れ
し
か
っ
た
」
な
ど
と
、
夢
の
よ
う
な

時
間
を
過
ご
し
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
武

器
に
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
ま
だ
ま
だ
続
く

大
会
に
優
勝
目
指
し
て
臨
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
豊
☎
０
９
０―

１
１
１
８―

７
７
５
９

水
みず

 城
しろ

 少 年 野 球
～抜群のチームワークで優勝～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

私
の
作
品

	

棚
田
町	

財
津
ミ
チ
エ

虫
の
音
に
故
郷
た
ぐ
る
夜
明
か
な

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

盆
踊
り
抜
け
出
て
闇
に
抱
か
る
る

	

下
忍	

阿
部　

義
之

風
鈴
の
音
一
つ
な
し
午
後
三
時

	

荒
木	

藤
田　

栄
之

裔す
え

の
こ
し
果
つ
る
る
蝉
の
仰
む
き
ぬ

	

荒
木	

蛭
間
し
げ
子

夏
帯
の
一
期
一
会
の
茶
会
席

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 富 士 』（油絵）
矢島　慶子（南河原）
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趣
味
だ
っ
た
ゴ
ル
フ
を
子
ど
も
の
少
年
野
球
デ

ビ
ュ
ー
に
合
わ
せ
て
や
め
て
以
来
、
水
城
少
年
野
球
の

監
督
を
約
20
年
務
め
て
い
る
千
代
田
豊
さ
ん
。「
長
男

が
小
学
３
年
生
、
下
の
子
が
小
学
校
へ
入
学
し
た
年
に

少
年
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
各
地
域
単
位
で

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
て
い
て
ど
の
チ
ー
ム
も
メ
ン
バ
ー

は
少
な
く
、
当
然
指
導
者
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
年

目
は
コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し
、
翌
年
に
は
代
表
兼
監
督

に
就
任
し
ま
し
た
」
と
小
・
中
学
生
時
代
や
地
区
の
草

野
球
な
ど
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
コ
ー
チ
と
し
て
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
袖
を
通
し
た
千
代
田
さ
ん
は
、
自
分
の
子

が
卒
業
し
た
今
で
も
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ

て
い
ま
す
。

選
手
へ
の
技
術
指
導
以
外
に
チ
ー
ム
運
営
を
任
さ
れ

る
中
で
、
メ
ン
バ
ー
不
足
は
頭
を
抱
え
る
問
題
の
一
つ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

選
手
の
勧
誘
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
加
入
し
て
欲
し
い

と
知
人
に
お
願
い
し
た
り
、
チ
ラ
シ
を
配
り
歩
い
た
り
。

少
人
数
の
チ
ー
ム
同
士
が
統
合
し
て
新
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
き
ま
し
た
が
、
何
と
か
“
水み

ず

城し
ろ

”
と
い
う
こ
の
地

域
ら
し
い
チ
ー
ム
名
を
残
し
て
こ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
に
私
と
同
じ
よ
う
に
自
分
の
子
ど
も
が
卒
業

し
て
も
チ
ー
ム
に
残
っ
て
く
れ
て
い
る
コ
ー
チ
陣
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
長
年
チ
ー

ム
を
見
守
り
続
け
て
き
た
千
代
田
さ
ん
に
は
教
え
子
も

数
多
く
、「
非
行
に
走
り
そ
う
に
な
っ
た
子
も
い
ま
す

が
、
野
球
に
打
ち
込
ん
で
今
で
は
立
派
な
社
会
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
に
、
た
ま
に
会
っ
て
話
し

か
け
ら
れ
た
り
す
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
最
近
は

野
球
を
通
し
て
は
ぐ
く
ん
だ
絆
を
実
感
す
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。

監
督
就
任
当
初
は
夢
中
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
10

年
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
よ
う
や
く
理
想
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
「
団
体
競
技
で
大
切
な
こ
と
は
思
い
や

り
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
た
全
員
野
球
が
私
の
指

導
方
針
。
子
供
た
ち
に
は
時
に
厳
し
く
、
時
に
や
さ
し

く
、
野
球
ら
し
く
緩
急
を
つ
け
て
接
し
て
い
ま
す
。
今

年
に
入
り
市
内
大
会
や
目
標
と
し
て
き
た
試
合
で
優
勝

を
果
た
す
な
ど
、
う
れ
し
い
結
果
の
連
続
。
楽
し
ん
で

野
球
を
や
っ
て
い
る
選
手
の
姿
に
感
激
し
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
す
千
代
田
さ
ん
。
愛
す
る
チ
ー
ム
を
支
え

る
監
督
に
は
、
今
後
も
多
く
の
子
供
た
ち
と
の
絆
を
深

め
る
野
球
人
生
が
待
っ
て
い
ま
す
。

緩
急
つ
け
た
指
導
で

思
い
や
り
の
全
員
野
球
を

千
代
田　

豊 

さ
ん
（
58
歳
・
城
南
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

野
林　

瑠る

き輝
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
義
史
さ
ん　

母
・
由
美
さ
ん

平
成
20
年
10
月
18
日
生
ま
れ

「
健
康
で
１
番
!!
」

竹
越　

真ま

お央
ち
ゃ
ん（
下
忍
）

父
・
宏
行
さ
ん　

母
・
真
由
美
さ
ん

平
成
20
年
10
月
12
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡
」

井
野　

光ひ
か
る琉

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
泰
貴
さ
ん　

母
・
久
美
さ
ん

平
成
20
年
10
月
18
日
生
ま
れ

「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！
」

樋口龍
りゅうや

也ちゃん（左）・瞬
しゅんや

也ちゃん（右）（谷郷）
父・貴紀さん　母・由紀さん
平成 20 年 10 月７日生まれ

「２人仲良くたくましく」

馬
場　

宗そ
う
す
け佑

ち
ゃ
ん（
栄
町
）

父
・
功
さ
ん　

母
・
梢
さ
ん

平
成
20
年
10
月
７
日
生
ま
れ

「
友
達
百
人
で
き
る
か
な
～
♪
」

○10月30日(金)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、11月5日(木)
午後1時30分から市役所203会議室で
公開抽選を行います。

平成20年12月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
展
示
期
間　

10
月
31
日
㈯
～
11
月

９
日
㈪　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館 

▼
展
示
菊
花　

厚
物
、
管
物
、
福
助
、

ダ
ル
マ
、
盆
栽
、
懸
崖
な
ど　

▼
主

催　

行
田
市
、
行
田
市
菊
花
連
絡
協

議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光

課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

10
月
24
日
㈯
午
後
２
時 

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

吃
音
を
持
つ
臨
時
教
師

が
、
い
じ
め
問
題
に
真
正
面
か
ら
取

り
組
み
、
生
と
死
な
ど
多
く
の
こ
と

を
問
い
か
け
る
。 

▼
入
場
無
料 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
人
権
教
育

推
進
協
議
会
事
務
局
（
ひ
と
つ
く
り

支
援
課
内
）
☎
５
５
６―

８
３
１
９

▼
日
時　

11
月
20
日
㈮
～
23
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
） 

▼
場
所　

秩
父
市
文

化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
秩
父
市
大
野
原

１
４
７
０
） 

▼
種
目　

絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真　

▼
出
品
資
格 

県
北
の
各
市
町
村
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
方　

▼
出

品
料　

１
点
に
つ
き
３
千
円
（
搬
入

時
に
納
入
） 

▼
搬
入　

11
月
15
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
搬
出 

11
月
23
日
㈪
午
後
３
時
～
５
時　

▼

問
い
合
わ
せ　

第
52
回
県
北
美
術
展

実
行
委
員
会
事
務
局
（
秩
父
市
生
涯

学
習
課
内
）
☎
０
４
９
４―

２
３―

２
２
９
４

▼
日
時　

10
月
17
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
※
雨
天
の
場
合

は
18
日
㈰　

▼
場
所　

水
城
公
園
多

目
的
広
場
（
市
内
循
環
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
駐
車
場
西
側
） 
▼
内
容　

ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
バ
ザ
ー
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
健
康
相
談
、
ペ
ッ
ト
相
談
な

ど　

▼
主
催　

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福

祉
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
共

催　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会

☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

①
11
月
５
日
㈭
・
13
日
㈮
・

19
日
㈭　

②
12
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・

17
日
㈭　

①
②
と
も
に
午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時　

※
①
と
②
の
両
方

の
参
加
不
可　

▼
場
所　

総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
調
理

実
習
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

12
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

１
回
５
０
０
円 

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

19
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は

電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

11
月
21
日
㈯
午
後
２
時
30

分　

▼
場
所　

忠
次
郎
蔵　

▼
内
容 

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、
卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
載

さ
れ
ま
す　

▼
定
員　

18
人
（
先
着

順
） 

▼
費
用　

１
千
円　

▼
持
ち
物 

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
そ
の
他 

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中
級
（
２

回
）、
上
級
（
２
回
）
も
用
意
し
て

い
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

火
～
日
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
３
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
忠
次
郎

蔵
」
☎
５
５
６―
９
９
８
８
ま
た
は

同
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
日
時　

11
月
５
日
㈭
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

市
役
所

２
０
３
会
議
室　

▼
相
談
内
容　

不

動
産
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
事
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
北
埼

支
部
☎
５
６
２―

５
９
０
０

▼
日
時　

11
月
11
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
行
田
地
区
小
野
田
☎

５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

11
月
11
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

熊
谷
駅
ビ
ル

東
側
テ
ィ
ア
ラ
４
階
特
設
会
場
（
熊

谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

第
１
・
第
２
会
議
室
） 

▼
内
容　

弁

護
士
、
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停

委
員
の
５
人
が
調
停
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。 

▼
相
談
事
項　

サ
ラ

金
、
交
通
事
故
、
近
隣
の
問
題
、
家

庭
内
や
男
女
の
問
題
、
後
見
な
ど 

▼
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地

方
・
家
庭
裁
判
所
熊
谷
支
部
、
熊
谷

簡
易
裁
判
所
☎
５
２
１―

２
４
７
４

 

県
北
美
術
展

第
35
回
行
田
市
菊
花
展

行
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り

 

忠
次
郎
蔵

「
そ
ば
打
ち
教
室
」
初
級

 

高
齢
者
そ
ば
教
室

 

不
動
産
無
料
相
談

 

行
田
市
人
権
教
育
講
座

映
画
「
青
い
鳥
」
上
映
会

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

無
料
調
停
相
談
会



▼
日
時　

10
月
12
日
㈪
【
第
１
回
】

午
前
10
時
30
分　
【
第
２
回
】
午
後

１
時
30
分　

▼
集
合
場
所　

県
立
さ

き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
前　

▼
費
用

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
館
☎

５
５
９―

１
１
８
１

▼
日
時　

10
月
15
日
㈭
午
後
１
時
～

２
時
30
分　

▼
場
所　

み
ら
い　

▼

演
題　

生
か
さ
れ
て
今
、
命
の
輝
き 

▼
講
師　

又
野
亜
希
子
さ
ん　

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

６
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
西
小
、
西
中
、
星
宮
小
、
中
央
小
、

忍
中
、
泉
小
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

西

小
学
校
☎
５
５
４―

５
５
５
４

▼
日
時　

11
月
22
日
㈰
午
前
９
時 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

団
体
戦
○
男
子
１
部
・
２
部

（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人 

○
女
子
１
部
・
２
部
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
方
式
）

１
チ
ー
ム
３
人　

※
学
生
は
男
女
各

３
チ
ー
ム
ま
で　

▼
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼
参
加
費 

１
チ
ー
ム
２
千
円
、
学
生

１
千
５
０
０
円　

※
連
盟
未
登
録
者

２
千
５
０
０
円　

▼
主
催　

行
田
市

卓
球
連
盟　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

11
月
４
日
㈬
午
後
７
時
ま
で

に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で

同
連
盟
事
務
局
田
島
直
也
宅

（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行
田
市
小
針

２
５
８
５
）
☎
５
５
９―

３
７
８
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

11
月
29
日
㈰
午
前
８
時
45

分
受
付　

午
前
９
時
開
会　

▼
場
所 

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
競
技
方
法 

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
※
参
加

者
数
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り　

▼

種
目　

ダ
ブ
ル
ス
４
部
門
【
小
学
生

の
部
】【
中
学
生
の
部
】
学
年
別
【
一

般
男
子
】
１
部
（
上
級
）、２
部
（
中

級
）、
３
部
（
初
級
）【
一
般
女
子
】

１
部
（
上
級
）、
２
部
（
中
級
）、
３

部
（
初
級
） 

▼
参
加
資
格　

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者　

▼
参
加
費 

小
・
中
学
生
１
組
５
０
０
円
、
一
般

１
千
５
０
０
円
※
当
日
不
参
加
の
場

合
、
参
加
費
の
返
金
不
可　

▼
そ
の

他　

シ
ャ
ト
ル
（
第
２
種
検
定
以
上

の
合
格
球
）
は
各
自
持
ち
寄
り　

▼

主
催　

行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟 

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
体
育
協
会　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

11
月
10
日
㈫
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
笠
原
享
子
宅

（
〒
３
６
１―

０
０
５
４
行
田
市
城

南
３―

24
）
☎
５
５
６―

０
４
６
３

※
問
い
合
わ
せ
は
午
後
１
時
以
降

▼
日
時　

11
月
８
日
㈰
午
前
８
時
受

付　

午
前
８
時
15
分
開
会
（
雨
天
の

場
合
は
15
日
㈰
） 

▼
場
所　

富
士
見

公
園
庭
球
場
ほ
か　

▼
種
目　

一
般

男
子
、
一
般
女
子　

▼
試
合
方
法 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式　

▼
参
加
費 

１
ペ
ア
１
千
円
（
一
般
）、
６
０
０

円
（
高
校
生
、
中
学
生
）
※
大
会
当

日
徴
収　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

10
月
24
日
㈯
ま
で
に
行
田
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
間
庭
☎
０
９
０

―

１
１
０
５―

２
５
７
１
※
申
込

用
紙
は
同
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.g

eocities.jp/
gyoudasofttennis/
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奥
の
山
古
墳
発
掘
調
査

現
地
説
明
会

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

秋
季
団
体
戦

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

 

会
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

 

人
権
教
育
講
演
会▶日　　時　11月22日(日) 午前8時受付 

	 午前 8 時 30 分開会
▶場　　所　総合公園自由広場および周回 
	 コース
▶種目・参加資格
【3,090mコース（1人3,090mの5区間継走）】

●一般男子の部：16歳以上（高校生を除く）
の方

●高校男子・女子の部：高校在学中の方
●中学男子・女子の部：中学在学中の方

【1,150mコース（1人1,150mの5区間継走）】
●地区体協の部：各地区体育協会並びに該

当地域に在住の方　※学生・生徒を除く
●一般男子・女子の部：16 歳以上（高校

生を除く）の方
●小学生男子・女子の部：市内に在学また

は、市内スポーツ団体に所属している小
学 4 年生以上の児童

▶参加規定　1 チーム正選手 5 人
	 ※補欠は 2 人までエントリー可能
▶参 加 費　1 チーム 1,000 円（保険料など）
▶そ の 他　詳細は大会要項をご確認ください。
▶申し込み　10 月5日( 月)～ 30日( 金 ) の 
	 午前 9 時～午後 8 時に参加費 
	 を添えてグリーンアリーナ窓 
	 口 ※10月13日（火）・26日（月） 
	 は午後 4 時まで
▶問い合わせ　スポーツ振興課☎ 556 － 8336

第53回“浮き城のまち行田”

駅 伝 競 走 大 会

市制施行60周年記念
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▼
期
日
・
場
所　

①
【
見
沼
支
部
】

10
月
17
日
㈯
荒
木
公
民
館　

②【
東

支
部
】
10
月
18
日
㈰
長
野
公
民
館 

③
【
西
支
部
】
10
月
24
日
㈯
西
新
町

自
治
会
館　

④
【
中
央
支
部
】
10
月

25
日
㈰
行
田
協
立
診
療
所　

⑤
【
星

河
支
部
】
10
月
31
日
㈯
小
橋
団
地
集

会
所 

▼
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

（
①
の
み
午
後
２
時
ま
で
） 

▼
内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
う
ど
ん
づ
く
り

ほ
か　

②
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
子
供
会

太
鼓
ほ
か　

③
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
介

護
保
険
学
習
ほ
か　

④
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
体
操
ほ
か　

⑤
大
腸
が
ん

チ
ェ
ッ
ク
、
ブ
ロ
ー
チ
作
成
ほ
か

▼
参
加
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

診
療
所
山
田
☎
５
５
６―

４
５
８
１

①
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
語
る
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

▼
日
時　

10
月
18
日
㈰
午
後
２
時 

▼
講
師　

萎
沢
利
行
さ
ん
（
藤
間
病

院
院
長
） 

▼
定
員　

80
人（
先
着
順
）

②
ベ
テ
ラ
ン
添
乗
員
が
語
る
海
外

旅
行
の
よ
も
や
ま
話

▼
日
時　

11
月
７
日
㈯
午
後
２
時 

▼
講
師　

ル
ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ラ
ン
ド

マ
ス
タ
ー
添
乗
員　

▼
定
員　

50
人

（
先
着
順
）

③
ミ
ズ
ノ　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
日
時　

11
月
28
日
㈯
午
後
２
時 

▼
講
師　

日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

公
認
指
導
員　

▼
定
員　

50
人
（
先

着
順
）

①
②
③
と
も

▼
場
所　

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

陸
上
競
技
場
第
１
集
会
室　

▼
受
講

料　

１
講
座
５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
３
０
０
円
） 
▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

開
講
日
前
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
公
園
管
理
事
務

所
☎
５
２
６―

２
０
０
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
２
６―

２
０
１
４

▼
日
時　

11
月
15
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
バ
ン
ド　

ク

リ
ス
タ
ル
ナ
イ
ト　

▼
参
加
費　

１
千
円　

▼
主
催　

行
田
市
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　

埼
玉
県

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼

問
い
合
わ
せ　

安
藤
宅
☎
５
５
６―

０
５
６
９

▼
日
時　

10
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

太
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
童
謡
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
の

演
奏　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ

せ　

同
館
☎
５
５
９―

４
２
９
９

▼
日
時　

10
月
31
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分　

▼
場
所　

県

立
行
田
特
別
支
援
学
校
（
長
野

４
２
３
５
） 

▼
内
容　

同
校
の
文
化

祭
（
学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
模
擬

店
な
ど
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
☎

５
５
４―

３
３
０
２

▼
日
時　

11
月
５
日
～
平
成
22
年
３

月
25
日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容

生
き
た
英
語
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く

英
会
話
を
学
ぶ
。 

▼
対
象　

成
人

（
学
生
可
） 

▼
定
員　

10
人　

▼
受

講
無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

新
井
☎
０
８
０―

６
７
０
３―

０
１
２
３

30
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医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協
同
組
合

行
田
協
立
診
療
所
・
支
部
健
康
ま
つ
り

さ
く
ま
ひ
で
き
コ
ン
サ
ー
ト

 

ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

 

無
料
英
会
話
教
室

恒
例
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
舞
踏
大
会

行田市の人口と世帯　　　　 人口８６,６３６人　　男４３,１３８人　　女４３,４９８人　　世帯数３２,３６９世帯
（平成２１年９月１日現在）　  ８月中の異動　出生５１人　転入等１８７人　死亡６０人　転出等１７７人

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

▼
期
日　

10
月
10
日
㈯
～
12
日
㈪ 

▼
内
容　

①
古
代
蓮
の
里
売
店

で
、
お
得
感
い
っ
ぱ
い
の
ワ
ン
コ

イ
ン
セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
を
行

い
ま
す
。 

②
古
代
蓮
会
館
有
料

入
館
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

進
呈　

③
古
代
蓮
の
里
う
ど
ん
店

で
う
ど
ん
を
注
文
さ
れ
た
方
に
ゆ

で
た
ま
ご
を
１
個
サ
ー
ビ
ス　

▼

そ
の
他　

各
施
設
と
も
営
業
時
間

は
通
常
ど
お
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
と
地
域
再
発
見

市
民
講
座

古
代
蓮
の
里

「
秋
の
感
謝
祭
」
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市県民税・・・・・・・・・・３期　　介護保険料・・・・・・・・４期　　納期限　１１月２日（月）
国民健康保険税・・・・・・・４期　　後期高齢者医療保険料・・・４期

今月の納税

古代蓮会館
アニメ上映会

ラ
ブ
華
・
彩
・
雅
・
蓮　

▼
そ
の

他　

10
月
25
日
㈰
・
31
日
㈯
、
11

月
１
日
㈰
は
、
ク
ラ
ブ
員
が
湯
茶

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
14
日
㈬
～
11
月
９

日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
入
場
は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場

所　

産
業
文
化
会
館
１
階
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容　

行
田
市

美
術
家
協
会
写
真
部
会
員
の
作
品

展
示　

▼
入
場
無
料

▼
開
催
日　

11
月
１
日
～
29
日
の

毎
週
土
・
日
曜
日　

▼
そ
の
他 

午
後
３
時
か
ら
館
内
休
憩
所
で

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供
し

ま
す
。
▼
入
館
料　

大
人
４
０
０

円
、
小
人
２
０
０
円
※
未
就
学
児

童
無
料

▼
日
時　

10
月
25
日
㈰
～
11
月
２

日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
最

終
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

▼
場
所 

商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
パ
ブ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

手
作
り
着

物
・
帯
・
襦じ
ゅ
ば
ん袢

な
ど
の
作
品
展
示 

▼
入
場
無
料　

▼
協
力　

和
裁
ク

▼
日
時　

10
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ 

▼
内
容　

市
内
児
童
の
絵
画
・
書

の
作
品
展
示　

▼
入
場
無
料

　

展
望
タ
ワ
ー
か
ら
の
夕
日
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
館

時
間
を
30
分
延
長
し
午
後
５
時
ま

で
営
業
し
ま
す
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）。

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人 400 円、小人 200 円）が必要です。

手
作
り
き
も
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
０
９

子
ど
も
文
化
祭

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展

第
９
回
写
真
展

上 映 日 上 映 時 間 作　　品　　名 時間
（分）

10 月17 日（土） 午前11時、午後 2 時 ガリバー旅行記、ゆきの女王、
アリババのぼうけん 30

10 月18 日（日） 午前11時、午後 2 時 もも太郎、そんごくう、青いとり 30

10 月24 日（土） 午前11時、午後 2 時 おやゆびひめ、王さまの耳はロ
バの耳、北かぜとおひさま 30

10 月25日（日） 午前11時、午後 2 時 にんぎょひめ、木こりと金のお
の、ゆきおんな 30

10 月31日（土） 午前11時、午後 2 時
ねむりの森のひめ、ふしぎの国
のアリス、アラジンと魔法のラ
ンプ

30

11月1日（日） 午前11時、午後 2 時 うらしま太郎、マッチうりの少
女、ジャックとまめの木 30

11月3日（火 ) 午前11時、午後 2 時 ウサギとカメ、一休さん、はな
さかじいさん 30

11月7 日（土） 午前11時、午後 2 時 ピーターパン、いなかのねずみ
と町のねずみ、白鳥のみずうみ 30

11月8 日（日） 午前11時、午後 2 時 たからじま、ひつじかいの少年、
ピノキオ 30

11月14 日（土）

午前 9 時から午後 4 
時まで1時間ごと どんぐりと山猫 20

午前 9 時 30 分から
午後 4 時 30 分まで 
1時間ごと

セロひきのゴーシュ 20

11月15日（日） 午前11時、午後 2 時 かぐやひめ、かさじぞう、つる
のおんがえし 30

行田市体育施設　アルバイト・パートスタッフ
職　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時給・謝金 申し込み・問い合わせ

①総合公園庭球場
　窓口受付・施設管理
　スタッフ

【日曜日】
午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
※上記時間のうち、8 時間程度

【平日夜間】
午後 5 時 30 分～ 9 時 30 分
※週 2 日程度のローテーション勤務

1 人
※ 18 歳以上の方
※試用期間 (2 月間 ) あり

【時給】
780 円以上
※試用期間は 750 円

履歴書 ( 写真貼付 ) に希望職
種を明記のうえ、グリーンア
リーナまたは市民プール窓口
へ申し込みください。

●グリーンアリーナ（和田
1242）☎ 553 － 3377

●市民プール ( 本丸 3 － 5)
　☎ 555 － 2455

②小学生水泳指導員・
　指導アシスタント

【毎週金曜日】
午後 4 時～ 5 時
※上記時間の前後 15 分程度、準備・

片付けが入ります

若干名
※ 16 歳以上の方
※水泳指導経験者歓迎

【謝金】
１回 2,000 円～ 3,000 円
※資格・経験などを考慮のう 
　え決定
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今
回
紹
介
す
る
建
物
は
、
平
成
19
年
12
月
５
日
に

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
旧
荒
井
八
郎

商
店
事
務
所
兼
住
宅
・
大
広
間
棟
・
洋
館
で
す
。

荒
井
八
郎
商
店
の
創
業
者
荒
井
八
郎
は
、
明
治

18
年
（
１
８
８
５
）
に
佐
間
の
旧
家
に
生
ま
れ
、

東
京
で
の
足
袋
見
習
い
修
行
を
経
て
大
正
６
年

（
１
９
１
７
）
に
行
田
で
足
袋
製
造
業
を
始
め
ま
し

た
。「
穂
国
足
袋
」
の
商
標
を
掲
げ
、
強
気
の
商
売

で
成
功
を
収
め
た
八
郎
は
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）

に
現
在
の
場
所
（
佐
間
１―

11―

22
ほ
か
）
に
広
大

な
土
地
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
敷
地
内
に
工
場

を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
モ
ダ
ン
な
緑
色
の
洋
平
瓦

が
特
徴
的
な
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
り
の
外
壁
を
持

つ
２
階
建
て
の
事
務
所
兼
住
宅
を
ま
ず
建
設
し
た
よ

う
で
す
。
次
い
で
こ
の
洋
館
西
側
に
平
屋
の
和
室
大

広
間
（
大
広
間
棟
）
を
増
築
、
最
後
に
北
西
側
に
３

階
建
て
の
離
れ
（
洋
館
）
を
建
設
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
建
物
の
正
確
な
建
築
年
代
は
不
明
で
す

が
、
事
務
所
兼
住
宅
が
昭
和
元
年
（
１
９
２
６
）、
大

広
間
棟
が
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）、
洋
館
が
昭
和
10

年
（
１
９
３
５
）
の
建
設
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
郎
は
大
正
14
年
に
足
袋
業
界
で
起
こ
っ
た
「
丸

止
縫
新
案
権
侵
害
訴
訟
事
件
」
で
問
題
解
決
に
尽
力

し
、
昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
に
は
行
田
足
袋
被
服

工
業
組
合
の
理
事
長
に
就
任
。
全
日
本
足
袋
工
業
組

合
連
合
会
理
事
な
ど
も
務
め
て
、
戦
時
統
制
時
代
に

は
粘
り
強
く
軍
部
と
交
渉
し
て
足
袋
業
界
を
守
り
ま

し
た
。
一
方
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に
忍
町
町

議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
降
は
政
界
で
も
活
躍
。
昭

和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
は
県
議
会
議
員
と
な
り
、

産
業
道
路
の
新
設
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
に
は
参
議
院
議
員
に
当
選
、

忍
商
工
会
議
所
会
頭
に
も
就
任
し
ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
３
棟
は
、
政
財
界
で
活
躍
し
た
八

郎
の
迎
賓
館
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
建
物
で
、

昭
和
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
、

か
つ
て
は
「
足
袋
御
殿
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
所
有
者
が
代
わ
り
、
和
牛
懐
石
「
彩
々
亭
」

の
店
舗
と
し
て
美
し
い
庭
園
と
と
も
に
再
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
の
建
物
は
、
戦
前
の
行
田
を
代
表
す
る
歴

史
的
建
築
物
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
※
10
月
20
日
開

催
の
「
足
袋
蔵
め
ぐ
り
２
０
０
９
」
で
見
学
予
定
で

す
。
詳
細
は
15
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
なす…２本　オクラ…２本　パプリカ…１個　ミニトマト…２個
揚げ油…適量　　しょう油だれ【しょう油…大さじ 1.5　酢…大さじ１ 
砂糖…大さじ１　水…少々】　しょうがの搾り汁…小さじ１

作り方
①野菜は洗ってヘタを落とし、なすとパプリカは大きめな乱切りにして

おく。
②しょう油だれを弱火にかけ、砂糖を溶かす。その後冷ましてしょうが

の搾り汁を加える。
③①を中温の油で揚げ、しょう油だれに浸す。

… 野 菜 た っ ぷ り …

揚 げ な す の サ ッ パ リ 和
あ

 え

栄養成分（１人分）
エネルギー318kcal　たんぱく質12.2g　脂質25.2g 
炭水化物 45.2g　食塩相当量 2.6g　カロテン 568µg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

旧
荒
井
八
郎
商
店
事
務
所
兼
住
宅
・
大
広
間
棟
・
洋
館

187

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

20

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.79
　なすは日本で古くから栽培されているなじみの深い野菜で、淡白な味の
ためどのような料理にも向いています。皮には抗がん作用や動脈硬化の予
防、老化防止効果のあるポリフェノールが多く含まれています。この料理は、
しょうがと酢の効用で食欲をそそられるので、カラフルな野菜をたっぷり
と食べられます。

　市制施行60周年を記念して９月13日に開催された「第18回彩の国

埼玉 桴
ばち

の祭典」。地元行田市からは武蔵あばれ太鼓が出演し、迫力あふ

れる演奏を披露しました。（関連記事25ページ）

旧荒井八郎商店事務所兼住宅・大広間棟・洋館
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